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小國神社ものがたり

公式ウェブサイト特設ページで
スペシャルムービー公開中

小國神社のはじまりから
現代までの壮大な物語
小國神社のはじまりから
現代までの壮大な物語

　この物語は、静岡市在住の絵本・造形
作家のたたらなおきさんよりご奉納いた
だいた全長約七メートルの絵物語をもと
に作成をしたアニメーションです。
　神代より語り継がれてきたお話には、

日本人の「豊かで優しい和の心」の原点
が描かれています。神々の営みの中から
「正しい道筋をたてて生きてゆくことの
大切さ」や、「思いやりのこころ」を学
びましょう。

日本の神様の物語は
『日本の良き国柄』、『伝統』、『文化』を
今に伝えています。

始
は
神
代
と
伝
え
ら
れ
、
延
宝
八
年
（
一
六
八
〇
）
の

社
記
に
よ
る
と
、
人
皇
二
十
九
代
欽
明
天
皇
の
御
代
十

六
年
（
五
五
五
）
二
月
十
八
日
に
本
宮
山
峯
（
本
宮

山
）
に
御
神
霊
が
顕
れ
た
後
、
勅
使
が
遣
わ
さ
れ
、
山
麓
約
六
キ
ロ

の
現
在
地
に
社
殿
を
造
営
し
、
正
一
位
の
神
階
を
授
け
ら
れ
ま
し
た
。

　

そ
れ
以
来
、
年
々
御
神
前
に
幣
帛
を
捧
げ
ら
れ
文
武
天
皇
大
宝
元

年
（
七
〇
一
）
春
十
八
日
に
勅
使
奉
幣
の
際
、
特
に
十
二
段
舞
楽
を

奉
奏
さ
れ
ま
し
た
。
延
喜
七
年
（
九
〇
七
）
延
喜
式
内
社
に
列
せ
ら

れ
、
中
世
に
は
徳
川
家
康
を
は
じ
め
と
す
る
武
将
な
ど
、
朝
野
の
崇

敬
が
極
め
て
篤
く
近
世
に
至
っ
て
お
り
ま
す
。

　

元
亀
三
年
（
一
五
七
二
）
の
戦
で
は
、
家
康
公
は
御
神
霊
を
別
所

に
遷
し
、
願
文
と
三
条
小
鍛
冶
宗
近
作
の
太
刀
を
奉
り
戦
勝
を
祈
願

し
た
後
、
社
殿
を
全
て
焼
失
し
ま
し
た
。

　

天
正
三
年
（
一
五
七
五
）
に
勝
利
を
得
た
家
康
公
は
、
御
本
殿
の

造
営
、
拝
殿
・
楼
門
を
再
建
さ
れ
、
更
に
社
領
五
九
〇
石
の
朱
印
を

奉
り
、
以
降
世
々
の
徳
川
将
軍
家
よ
り
、
社
殿
の
改
造
・
修
復
料
を

寄
進
さ
れ
ま
し
た
。

　

明
治
六
年
六
月
十
三
日
に
国
幣
小
社
に
列
せ
ら
れ
、
明
治
十
五
年

三
月
に
再
度
の
火
災
に
よ
り
御
本
殿
以
下
建
造
物
な
ど
消
失
し
ま
し

た
が
、
明
治
十
九
年
に
復
興
さ
れ
現
在
に
至
っ
て
お
り
ま
す
。
平
成

十
七
年
に
は
御
鎮
座
一
四
五
〇
年
祭
が
斎
行
さ
れ
、『
遠
江
国
の
一

宮
さ
ま
』
と
し
て
崇
敬
さ
れ
広
く
親
し
ま
れ
て
お
り
ま
す
。

　

ま
た
、
平
成
十
五
年
九
月
十
四
日
に
は
、
秋
篠
宮
文
仁
親
王
殿
下

同
妃
紀
子
殿
下
の
ご
親
拝
を
賜
り
、
平
成
十
八
年
十
一
月
八
日
に
は
、

神
宮
祭
主
池
田
厚
子
様
が
ご
参
拝
、
平
成
二
十
九
年
四
月
二
十
九
日

に
は
、
高
円
宮
妃
久
子
殿
下
の
ご
親
拝
を
賜
り
ま
し
た
。

始
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伝
え
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、
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。

　

そ
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以
来
、
年
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に
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捧
げ
ら
れ
文
武
天
皇
大
宝
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使
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特
に
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れ
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七
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七
）
延
喜
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内
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に
列
せ
ら

れ
、
中
世
に
は
徳
川
家
康
を
は
じ
め
と
す
る
武
将
な
ど
、
朝
野
の
崇

敬
が
極
め
て
篤
く
近
世
に
至
っ
て
お
り
ま
す
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元
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年
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七
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は
、
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小
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の
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を
奉
り
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を
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し
た
後
、
社
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を
全
て
焼
失
し
ま
し
た
。

　

天
正
三
年
（
一
五
七
五
）
に
勝
利
を
得
た
家
康
公
は
、
御
本
殿
の

造
営
、
拝
殿
・
楼
門
を
再
建
さ
れ
、
更
に
社
領
五
九
〇
石
の
朱
印
を

奉
り
、
以
降
世
々
の
徳
川
将
軍
家
よ
り
、
社
殿
の
改
造
・
修
復
料
を

寄
進
さ
れ
ま
し
た
。

　

明
治
六
年
六
月
十
三
日
に
国
幣
小
社
に
列
せ
ら
れ
、
明
治
十
五
年

三
月
に
再
度
の
火
災
に
よ
り
御
本
殿
以
下
建
造
物
な
ど
消
失
し
ま
し

た
が
、
明
治
十
九
年
に
復
興
さ
れ
現
在
に
至
っ
て
お
り
ま
す
。
平
成

十
七
年
に
は
御
鎮
座
一
四
五
〇
年
祭
が
斎
行
さ
れ
、『
遠
江
国
の
一

宮
さ
ま
』
と
し
て
崇
敬
さ
れ
広
く
親
し
ま
れ
て
お
り
ま
す
。

　

ま
た
、
平
成
十
五
年
九
月
十
四
日
に
は
、
秋
篠
宮
文
仁
親
王
殿
下

同
妃
紀
子
殿
下
の
ご
親
拝
を
賜
り
、
平
成
十
八
年
十
一
月
八
日
に
は
、

神
宮
祭
主
池
田
厚
子
様
が
ご
参
拝
、
平
成
二
十
九
年
四
月
二
十
九
日

に
は
、
高
円
宮
妃
久
子
殿
下
の
ご
親
拝
を
賜
り
ま
し
た
。

遠
江
国
一
宮

小
國
神
社
の
由
来

創
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第二鳥居前の枝垂れ桜

日
本
の
国
柄
に
思
い
を
致
し
て

日
本
の
国
柄
に
思
い
を
致
し
て

　
先
ず
以
て
、
天
皇
陛
下
に
お
か
せ
ら
れ
ま
し
て
は
、
本
年
御
即
位
三
十
年
の
佳
節
を
迎
え
ら
れ
ま
し

た
こ
と
慶
賀
の
至
り
に
存
じ
ま
す
。
大
御
代
の
弥
栄
と
ご
皇
室
の
ご
安
泰
を
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

　
さ
て
、
本
年
は
御
代
替
り
と
い
う
我
が
国
に
と
っ
て
最
も
重
要
な
儀
式
が
相
次
い
で
斎
行
さ
れ
ま
す
。

こ
の
度
の
今
上
陛
下
の
御
譲
位
に
よ
る
皇
位
の
継
承
は
、
憲
政
史
上
初
め
て
の
こ
と
で
あ
り
、
歴
史
的

に
は
光
格
天
皇
以
来
、
二
〇
二
年
ぶ
り
と
な
り
ま
す
。
来
る
四
月
三
十
日
に
御
譲
位
遊
ば
さ
れ
、
五
月

一
日
に
は
皇
太
子
殿
下
が
初
代
神
武
天
皇
よ
り
数
え
て
一
二
六
代
目
の
天
皇
に
御
即
位
遊
ば
さ
れ
ま
す
。

新
帝
陛
下
の
御
即
位
に
伴
い
、
孝
徳
天
皇
の
「
大
化
」
に
始
ま
り
「
平
成
」
に
至
る
二
四
七
の
歴
史
と

伝
統
を
有
す
る
元
号
が
改
ま
り
ま
す
。
そ
し
て
、
御
即
位
を
神
々
に
奉
告
す
る
祭
事
や
国
内
外
に
皇
位

の
継
承
を
宣
明
す
る
儀
式
、
さ
ら
に
は
、
国
民
挙
げ
て
の
奉
祝
行
事
が
年
末
ま
で
続
き
ま
す
。

　
こ
の
御
代
替
わ
り
に
伴
う
御
大
礼
の
祭
事
や
儀
式
を
通
じ
て
、
私
た
ち
は
、
二
六
〇
〇
年
以
上
に
わ

た
り
万
世
一
系
の
天
皇
を
戴
い
て
き
た
我
が
国
の
国
柄
、
価
値
観
、
世
界
最
古
の
王
朝
で
あ
る
ご
皇
室

を
中
心
と
し
た
他
の
国
に
類
例
の
な
い
歴
史
と
伝
統
に
改
め
て
触
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
そ
し
て
、

そ
の
麗
し
い
国
風
は
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
や
テ
レ
ビ
を
通
じ
て
諸
外
国
に
も
広
が
り
、
私
た
ち
が
戴
く

日
本
の
天
皇
陛
下
と
ご
皇
室
に
対
し
て
世
界
の
人
々
の
注
目
が
集
ま
り
、
我
が
国
へ
の
理
解
や
関
心
が

一
層
高
ま
る
こ
と
と
存
じ
ま
す
。

　
天
皇
陛
下
と
ご
皇
室
が
護
り
伝
え
て
き
た
尊
い
大
御
心
。
そ
れ
は
、
国
民
の
幸
せ
、
国
家
の
安
寧
、

さ
ら
に
は
世
界
の
平
和
を
祈
る
、
「
祈
り
の
お
姿
」
で
あ
ら
れ
ま
す
。
他
の
国
々
が
日
本
を
大
切
な
国

だ
と
思
う
そ
の
源
泉
は
ま
さ
に
、
天
皇
陛
下
と
ご
皇
室
の
ご
存
在
に
よ
る
も
の
と
存
じ
ま
す
。
幕
末
か

ら
明
治
へ
の
激
動
の
変
革
期
の
な
か
、
自
ら
の
ご
生
涯
に
九
万
首
以
上
の
歌
を
残
さ
れ
た
歌
聖
明
治
天

皇
が
明
治
三
十
七
年
に
お
詠
み
に
な
ら
れ
た
御
製
が
あ
り
ま
す
。

　「
し
き
し
ま
の
大
和
心
の
を
を
し
さ
は
こ
と
あ
る
時
ぞ
あ
ら
は
れ
に
け
る
」

内
外
と
も
に
混
迷
を
極
め
、
変
革
の
時
を
迎
え
つ
つ
あ
る
世
相
に
あ
っ
て
、
今
こ
そ
大
和
心
を
顕
す
時

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
そ
し
て
、
新
た
な
大
御
代
を
迎
え
る
に
あ
た
り
、
改
め
て
、
私
た
ち
は
、
日

本
の
国
柄
に
思
い
を
致
し
、
麗
し
い
伝
統
文
化
を
後
世
に
繋
い
で
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　
当
社
で
は
、
来
る
新
帝
陛
下
の
御
即
位
を
奉
祝
し
、
四
年
の
歳
月
を
費
や
し
、
御
本
殿
以
下
社
殿
群

の
檜
皮
葺
屋
根
替
え
事
業
を
実
施
し
て
参
り
ま
す
。
世
情
厳
し
い
折
か
と
存
じ
ま
す
が
、
何
卒
、
趣
旨

を
ご
理
解
頂
き
、
ご
賛
同
を
賜
り
ま
す
よ
う
重
ね
て
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。
奉
祝
事
業
計
画
の
詳
細

に
つ
き
ま
し
て
は
、
改
め
て
、
ご
報
告
を
さ
せ
て
頂
き
た
く
存
じ
ま
す
。

　
桜
が
咲
き
始
め
ま
す
と
例
祭
も
近
づ
い
て
参
り
ま
す
。
職
員
一
同
、
神
慮
を
畏
み
国
の
安
寧
と
世
界

の
平
和
を
祈
り
社
務
に
精
進
致
し
た
く
存
じ
ま
す
。
氏
子
崇
敬
者
各
位
の
ご
多
幸
を
お
祈
り
申
し
上
げ

ま
す
。

平
成
三
十
一
年
三
月
十
九
日

み      

よ    

が
わ

ほ
う   

こ
く

せ
ん  

め
い

ご    

た
い   

れ
い

く
に   

が
ら

お
お    

み   

ご
こ
ろ
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小
國
神
社
の
田
遊
神
事
の
創
始
は
鎌
倉
時
代
中
期
と
伝
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

当
社
が
所
蔵
し
て
い
る
最
も
古
い
記
録
、
延
宝
八
年
（
西
暦
一
六
八
九
年
）
の

記
録
に
は
、
旧
暦
正
月
三
日
の
夜
、
ご
神
前
で
執
り
行
わ
れ
た
こ
と
が
記
さ
れ

て
い
ま
す
。

　
「
田
遊
神
事
」
と
は
、
年
の
始
め
に
豊
作
を
祈
願
し
て
『
田
作
り
』
か
ら

『
刈
り
入
れ
』
ま
で
の
稲
作
過
程
を
模
擬
的
に
演
じ
、
田
の
神
を
活
気
づ
け
秋

の
豊
か
な
稔
り
を
祈
る
神
事
芸
能
で
す
。
十
二
段
の
演
目
で
構
成
さ
れ
、
旧
社

家
に
よ
り
奉
仕
さ
れ
ま
す
。
小
國
神
社
の
田
遊
神
事
の
大
き
な
特
徴
は
、
古
い

形
を
保
っ
た
ま
ま
今
日
ま
で
伝
承
さ
れ
て
い
る
点
で
す
。
言
霊
の
霊
力
に
よ
る

予
祝
賛
美
（
よ
し
ゅ
く
さ
ん
び
）
を
中
心
と
し
た
祈
り
が
捧
げ
ら
れ
ま
す
。

　

昭
和
三
十
五
年
四
月
十
五
日
に
「
静
岡
県
無
形
文
化
財
」
に
指
定
さ
れ
、
平

成
十
九
年
三
月
七
日
に
文
化
庁
よ
り
「
記
録
作
成
等
の
措
置
を
講
ず
べ
き
無
形

の
民
俗
文
化
財
」
に
選
択
さ
れ
、
現
在
に
い
た
り
ま
す
。

古来「遊び」は「神事」だった
平
成
三
十
一
年
一
月
三
日
田
遊
祭
・
田
遊
神
事
の
斎
行

田
遊
祭
・
田
遊
神
事
と
は
？

田
遊
祭
・
田
遊
神
事
と
は
？﹁

遊
び
﹂
の
語
義
と
信
仰 

〜
そ
の
意
義
〜

﹁
遊
び
﹂
の
語
義
と
信
仰 

〜
そ
の
意
義
〜

　

現
代
の
私
た
ち
と
っ
て
「
遊
び
」
が
「
神
事
」
の
こ
と
で
あ
る
と
は
す
ん
な
り
受
け
止
め
に

く
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　
「
遊
び
」
の
用
例
を
辿
る
と
、「
神
楽
」（
か
ぐ
ら
）
が
神
々
を
も
て
な
し
、
人
と
一
体
と
な

る
神
事
と
し
て
「
神
遊
び
」（
か
み
あ
そ
び
）
と
称
さ
れ
、
極
め
て
古
い
時
代
か
ら
行
わ
れ
て
き

た
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。

　

ま
た
、
「
山
遊
び
」・「
海
遊
び
」
あ
る
い
は
「
磯
遊
び
」
と
い
う
言
葉
も
本
来
は
、
現
代
の

レ
ジ
ャ
ー
的
な
感
覚
で
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
山
や
海
に
「
遊
び
」
に
行
く
こ
と
は
、
長
い

冬
を
終
え
て
春
と
な
り
「
狩
り
」
や
「
漁
」
を
行
う
こ
と
で
し
た
。『
常
陸
国
風
土
記
』
に
記

載
さ
れ
て
い
る
地
名
起
源
説
話
に
は
こ
の
よ
う
な
も
の
が
あ
り
ま
す
。

―

古
老
の
い
へ
ら
く
、
倭
武
の
天
皇
、
東
の
垂
を
巡
り
ま
さ
む
と
し
て
　
種
々
の
珍
し
き
味
ひ
、

　

大
太
鼓
、
鼓
、
小
桶
・
扇
子
・
榊
・
種

籾
・
牛
王
・
柳
の
枝
を
使
い
ま
す
。

　

大
大
鼓
は
田
に
見
立
て
ら
れ
、
榊
の
葉
は

肥
草
を
あ
ら
わ
し
ま
す
。
牛
王
は
当
社
で
は

ゴ
オ
ウ
で
な
く
ギ
ュ
ウ
オ
ウ
と
呼
び
な
ら
わ

し
て
い
ま
す
。

　

牛
王
は
、
白
紙
を
五
角
形
に
折
り
、
一
二

〇
セ
ン
チ
ほ
ど
の
青
竹
に
挟
み
、
麻
紐
を
桔

び
つ
げ
ま
す
。
麻
紐
は
蝶
結
び
に
し
て
牛
の

耳
を
か
た
ど
り
ま
す
。
こ
れ
に
「
卯
・
一
宮

午
王
」
の
文
字
を
刷
り
ま
す
。
牛
王
は
牛
を

形
象
化
し
た
も
の
で
す
が
一
方
で
、
神
さ
ま

の
宿
る
依
り
代
と
し
て
の
幣
束
の
意
味
を
も

つ
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
他
に
、
こ
れ
を
模

し
た
二
〇
セ
ン
チ
ほ
ど
の
小
形
の
牛
王
が
あ

り
、
演
目
の
最
後
に
縁
起
物
し
て
福
餅
と
と

も
に
撒
き
ま
す
。

　

柳
は
素
鍬
と
鳥
追
い
の
時
に
用
い
ら
れ
、

鍬
や
鳥
追
い
棒
を
あ
ら
わ
し
ま
す
。
小
國
神

社
で
は
、
追
難
祭
や
節
分
祭
に
も
柳
の
枝
が

使
わ
れ
ま
す

七
番
　
種
蒔
き
◀

▲二番　畦塗り

牛王札▲

ふ
る
お
き
な

や
ま
と
た
け
る

す
め
ら
み
こ
と

さ
か
い

今
日
の
遊
は
朕
と
家
后
と
各
、

野
と
海
と
に
就
き
て
、
同
に
　
福
を
争
へ
り

あ
そ
び

あ
そ
び

わ
れ
わ
れ

き
さ
き

き
さ
き

お
の
も
お
の
も

お
の
も
お
の
も

た        

あ
そ
び       

さ
い

た        

あ
そ
び       

さ
い

た        

あ
そ
び       

し
ん　
　
　

 

じ

た        

あ
そ
び       

し
ん　
　
　

 

じ

田
遊
び
で
使
わ
れ
る
諸
具
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現
代
の
私
た
ち
と
っ
て
「
遊
び
」
が
「
神
事
」
の
こ
と
で
あ
る
と
は
す
ん
な
り
受
け
止
め
に

く
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　
「
遊
び
」
の
用
例
を
辿
る
と
、「
神
楽
」（
か
ぐ
ら
）
が
神
々
を
も
て
な
し
、
人
と
一
体
と
な

る
神
事
と
し
て
「
神
遊
び
」（
か
み
あ
そ
び
）
と
称
さ
れ
、
極
め
て
古
い
時
代
か
ら
行
わ
れ
て
き

た
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。

　

ま
た
、
「
山
遊
び
」・「
海
遊
び
」
あ
る
い
は
「
磯
遊
び
」
と
い
う
言
葉
も
本
来
は
、
現
代
の

レ
ジ
ャ
ー
的
な
感
覚
で
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
山
や
海
に
「
遊
び
」
に
行
く
こ
と
は
、
長
い

冬
を
終
え
て
春
と
な
り
「
狩
り
」
や
「
漁
」
を
行
う
こ
と
で
し
た
。『
常
陸
国
風
土
記
』
に
記

載
さ
れ
て
い
る
地
名
起
源
説
話
に
は
こ
の
よ
う
な
も
の
が
あ
り
ま
す
。

―

古
老
の
い
へ
ら
く
、
倭
武
の
天
皇
、
東
の
垂
を
巡
り
ま
さ
む
と
し
て
　
種
々
の
珍
し
き
味
ひ
、

田
遊
神
事 

〜
伝
統
文
化
の
こ
れ
か
ら
〜

田
遊
神
事 

〜
伝
統
文
化
の
こ
れ
か
ら
〜

　

当
社
の
田
遊
祭
、
田
遊
神
事
は
「
無
形
の
民
俗
文
化
財
」
と
し
て
指
定
を
さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
「
無
形
」
で
あ
る
と
い
う
こ
と
に
は
、
大
き
な
意
義
が
あ
り
ま
す
。
い
わ
ゆ
る
、
国
宝
な

ど
に
代
表
さ
れ
る
「
有
形
」
の
文
化
財
な
ど
は
震
災
な
ど
が
お
こ
れ
ば
全
て
無
く
な
っ
て
し
ま

う
こ
と
が
ほ
と
ん
ど
で
す
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
「
無
形
」
の
も
の
は
そ
う
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
神
社
と
神
々
を
敬
う
地
域

の
人
々
の
連
綿
と
し
た
努
力
に
よ
る
精
神
の
継
承
が
あ
る
限
り
、
ゼ
ロ
に
な
る
こ
と
は
あ
り
ま

せ
ん
。
た
と
え
、
大
規
模
な
災
害
な
ど
で
途
切
れ
た
こ
と
が
あ
っ
た
と
し
て
も
、
何
度
で
も
復

活
し
、
続
い
ゆ
く
こ
と
が
可
能
で
す
。
こ
れ
は
本
当
に
素
晴
ら
し
い
文
化
で
あ
る
と
と
も
に
我

が
国
の
大
き
な
特
徴
で
あ
り
、
強
み
と
も
い
え
ま
す
。

　

新
帝
陛
下
ご
即
位
に
よ
る
御
代
替
わ
り
、
二
〇
二
〇
年
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
な
ど
を
控
え
、

世
界
の
人
々
が
我
が
国
へ
注
目
し
て
い
ま
す
。
様
々
な
ツ
ー
リ
ズ
ム
シ
ン
ク
タ
ン
ク
が
伝
え
る

よ
う
に
、
日
本
の
伝
統
や
文
化
に
触
れ
た
い
と
考
え
て
い
る
外
国
の
人
々
が
年
ご
と
に
増
え
て

い
ま
す
。

　

私
た
ち
は
、
祖
先
が
神
々
の
恵
み
に
感
謝
し
、
護
り
伝
え
て
き
た
貴
重
な
神
事
祭
礼
文
化
を

深
く
見
つ
め
直
し
、
諸
外
国
の
人
々
に
も
、
そ
れ
ら
が
内
包
す
る
麗
し
い
精
神
性
と
日
本
の
魅

力
を
正
し
く
伝
え
て
い
く
こ
と
が
今
後
ま
す
ま
す
求
め
ら
れ
て
い
く
で
し
ょ
う
。

遊
漁
（
う
お
あ
そ
び
）
の
利
多
し
　
今
日
の
遊
（
あ
そ
び
）
は
朕
と
家
后
と
各
、
野
と
海
と
に

就
き
て
、
同
に
祥
福
を
争
へ
り―

　

野
の
狩
り
も
海
の
漁
も
「
今
日
の
遊
」
と
称
し
て
い
る
こ
と
か
ら
も
、
私
た
ち
の
祖
先
は

「
遊
び
」
を
通
じ
て
、
神
々
が
運
ぶ
季
節
の
恵
み
を
身
体
に
取
り
込
み
、
自
ら
の
霊
魂
に
新
た

な
活
力
を
い
た
だ
い
て
き
ま
し
た
。
つ
ま
り
、
「
遊
び
」
の
語
義
に
は
、
私
た
ち
日
本
人
の
信

仰
の
根
源
が
あ
ら
わ
れ
て
い
る
と
い
え
ま
す
。

　

自
然
と
共
に
生
き
、
そ
の
恩
恵
を
受
け
、
そ
こ
に
神
々
を
見
い
だ
し
て
き
た
私
た
ち
の
祖
先

は
、
「
遊
び
」
を
大
切
な
生
活
の
節
目
と
し
て
強
く
意
識
し
、
農
業
や
漁
業
を
開
始
す
る
に
あ

た
り
、
一
層
の
豊
か
な
稔
り
や
恵
み
を
祈
る
神
聖
な
日
と
し
て
位
置
づ
け
て
き
ま
し
た
。

　

こ
の
よ
う
に
「
遊
び
」
の
語
義
に
は
、
神
々
へ
の
「
感
謝
」
と
真
摯
な
「
祈
り
」
が
込
め
ら

れ
て
い
ま
す
。

　

自
然
の
中
で
、
天
地
の
恩
恵
を
う
け
、
神
々
と
共
に
生
き
て
い
く
こ
と
は
、
我
が
国
の
麗
し

い
精
神
文
化
で
す
。

◀
九
番
　
苗
讃
め

▲終演後の餅撒きの様子 ▲五番　苗草蒔き ▲四番　苗草寄せ

わ
れ

さ
わ

と
も

さ
ち

き
さ
き

お
の
も
お
の
も

一
、　 

素　
　
　

鍬
（
し
ろ
く
わ
）

二
、　 

畦　

塗　

り
（
あ
ぜ
ぬ
り
）

三
、　 

代
掻
き
牛
（
し
ろ
か
き
う
し
）

四
、　 

苗
草
寄
せ
（
な
え
く
さ
よ
せ
）

五
、　 

苗
草
蒔
き
（
な
え
く
さ
ま
き
）

六
、　 

苗
草
踏
み
（
な
え
く
さ
ふ
み
）

七
、　 

種　

蒔　

き
（
た
ね
ま
き
）

八
、　 

祝　
　
　

詞
（
の
り
と
）

九
、　 

苗　

讃　

め
（
な
え
ほ
め
）

十
、　 

世
な
ど
よ
う
（
よ
な
ど
よ
う
）

十
一
、 

鳥　

追　

い
（
と
り
お
い
）

十
二
、 

歌
お
ろ
し
（
う
た
お
ろ
し
）

奉 
納 

演 

目

今
日
の
遊
は
朕
と
家
后
と
各
、

野
と
海
と
に
就
き
て
、
同
に
　
福
を
争
へ
り

と
も
と
も

さ
ち
さ
ち

み     

よ     

が
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神社巡拝家
ラジオパーソナリティー 佐々木優太

特別寄稿

過去と未来を繋ぐ宮川

大
き
な
川
は
見
え
な
く
て
も
、
木
々
を
見
る

事
に
よ
っ
て
、
こ
の
土
地
が
ど
れ
ほ
ど
水
に

恵
ま
れ
た
土
地
か
を
知
る
こ
と
が
で
き
る

　

み
な
さ
ん
、
こ
ん
に
ち
は
。
神
社
巡
拝
家

の
佐
々
木
優
太
で
す
。
日
々
、
全
国
の
神
社

を
巡
っ
て
お
り
ま
す
。
神
社
を
参
拝
さ
せ
て

い
た
だ
く
時
は
、
必
ず
現
地
の
人
に
お
話
を

伺
う
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。
神
職
さ
ん
や
氏

子
さ
ん
を
始
め
、
そ
こ
に
住
ま
わ
れ
て
い
る

方
々
で
す
。
そ
こ
で
見
た
景
色
や
聞
き
得
た

話
な
ど
を
、
ラ
ジ
オ
や
書
籍
を
通
し
て
お
伝

え
し
て
い
ま
す
。

　

僕
が
小
國
神
社
へ
初
め
て
参
拝
さ
せ
て
い

た
だ
い
た
の
は
、
平
成
二
十
三
年
十
二
月
で

し
た
。
遠
江
一
宮
駅
に
降
り
立
ち
、
そ
こ
か

ら
歩
い
て
小
國
神
社
へ
向
か
っ
た
時
の
事
を

よ
く
覚
え
て
い
ま
す
。
乾
燥
し
た
時
期
で
し

た
が
、
ス
ギ
や
ヒ
ノ
キ
の
巨
木
が
い
き
い
き

と
生
い
茂
る
長
い
参
道
へ
入
っ
た
瞬
間
に
豊

か
な
水
の
存
在
を
感
じ
ま
し
た
。
大
き
な
川

は
見
え
な
く
て
も
、
木
々
を
見
る
事
に
よ
っ

て
、
こ
の
地
が
ど
れ
ほ
ど
水
に
恵
ま
れ
た
土

地
か
を
知
る
こ
と
が
出
来
る
か
ら
で
す
。
社

殿
に
辿
り
着
き
、
参
拝
を
さ
せ
て
い
た
だ
い

た
時
に
は
、
地
域
の
方
々
の
想
い
を
感
じ
ま

し
た
。
地
上
の
木
々
を
見
て
、
見
え
て
い
な

い
地
下
の
水
脈
を
感
じ
る
よ
う
に
、
社
殿
に

手
を
合
わ
せ
る
こ
と
で
、
神
社
を
支
え
る

方
々
の
想
い
を
感
じ
取
る
こ
と
が
出
来
ま
す
。

神
社
は
、
あ
る
日
突
然
こ
の
世
に
現
れ
る
も

の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
神
職
さ
ん
や
氏
子
さ

ん
を
は
じ
め
と
す
る
護
り
伝
え
る
人
、
社
殿

を
建
て
る
人
、
掃
除
す
る
人
な
ど
、
様
々
な

人
に
よ
っ
て
成
り
立
つ
も
の
で
す
。
今
こ
う

し
て
、
僕
が
参
拝
す
る
こ
と
が
で
き
た
の
は
、

小
國
神
社
に
集
う
み
な
さ
ん
の
連
綿
と
し
た

努
力
の
お
陰
な
の
で
す
。

　

さ
て
、
小
國
神
社
に
は
宮
川
沿
い
に
続
く

心
癒
や
さ
れ
る
「
も
み
じ
の
散
策
路
」
が
あ

り
ま
す
。
こ
の
散
策
路
に
つ
い
て
、
神
職
の

方
に
伺
う
事
が
出
来
ま
し
た
。
こ
の
宮
川
を

宮司との対談の様子▲神職と宮川を散策▲
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僕
た
ち
も
五
十
年
後
に
生
き
る
人
々
の
幸
せ
を
願
い
な
が
ら

し
っ
か
り
と
生
き
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思
う
の
で
す
。

”も
み
じ
“を
植
え
た
神
職
た
ち
が
五
十
年
先
を
見
据
え
て
い
た
よ
う
に

佐々木優太
全国1万社以上の神社を巡拝。拝受した御朱印は3千を超
える。神社巡りの旅で得た知識・見た景色・頂いた御縁
を歌やトークで全国に伝えながら現在はＴＶ・ラジオ・
雑誌・講演会・ライブ等多方面で活動。関西弁の人懐っ
こいキャラクターと分かりやすいトーク、そして知識の
豊富さから特に年配層からの支持を得ている。

プロフィール
神社巡拝家
ラジオパーソナリティー

た
ど
っ
て
い
く
と
、
ご
祭
神

が
最
初
に
降
り
ら
れ
た
場
所

へ
繋
が
っ
て
い
る
そ
う
で
す
。

参
道
の
木
々
を
は
じ
め
、
境

内
に
生
命
力
が
満
ち
て
い
る

こ
と
に
納
得
し
ま
し
た
。
実

は
、
こ
の
散
策
路
。
神
様
と

も
繋
が
っ
て
い
ま
す
が
、
人

と
も
繋
が
っ
て
い
る
と
い
う

お
話
を
伺
い
ま
し
た
。
初
夏

の
爽
や
か
な
新
緑
と
秋
の
紅

葉
で
参
拝
者
を
癒
や
し
て
い

る
小
國
神
社
の
「
も
み
じ
」

は
、
昭
和
三
十
年
代
に
、
当

時
の
神
職
た
ち
の
手
に
よ
っ

て
植
え
ら
れ
た
そ
う
で
す
。

そ
の
頃
は
ま
だ
、
現
在
の
よ

う
に
神
社
を
訪
れ
る
人
は
多
く
な
か
っ
た
と

伺
い
ま
し
た
。
そ
の
よ
う
な
時
代
に
未
来
を

見
据
え
、
人
々
が
集
う
よ
う
に
と
願
い
を
込

め
て
「
も
み
じ
」
を
植
え
た
神
職
た
ち
に
想

い
を
馳
せ
る
と
、
宮
川
と
散
策
路
は
「
神
様

と
人
、
過
去
と
未
来
」
を
繋
い
で
い
る
よ
う

に
思
い
ま
し
た
。

　

当
時
の
神
職
が
願
っ
た
通
り
、
今
日
の
小

國
神
社
に
は
多
く
の
人
々
が
集
う
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。
門
前
通
り
の
「
明
神
通
り
」
を

は
じ
め
、
「
小
國
こ
と
ま
ち
横
丁
」
も
賑
わ

い
、
こ
れ
か
ら
も
益
々
人
々
が
訪
れ
る
こ
と

で
し
ょ
う
。
「
も
み
じ
」
を
植
え
た
神
職
た

ち
が
五
十
年
先
を
見
据
え
て
い
た
よ
う
に
、

僕
た
ち
も
五
十
年
後
に
生
き
る
人
々
の
幸
せ

を
願
い
な
が
ら
し
っ
か
り
と
生
き
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
と
思
う
の
で
す
。
小
國
神
社
へ
参

拝
さ
せ
て
い
た
だ
く
度
に
、
「
神
々
を
敬
う

人
々
の
優
し
い
心
で
隅
々
ま
で
満
た
さ
れ
て

い
る
神
社
」
で
あ
る
と
感
じ
さ
せ
て
い
た
だ

い
て
お
り
ま
す
。

　

お
陰
様
で
、
自
身
が
参
拝
さ
せ
て
い
た
だ

い
た
神
社
は
、
全
国
一
万
社
を
超
え
ま
し
た
。

今
も
変
わ
ら
ず
各
地
の
神
社
を
巡
っ
て
お
り

ま
す
。
い
つ
の
日
か
、
み
な
さ
ん
に
お
会
い

出
き
る
事
を
楽
し
み
に
し
て
お
り
ま
す
。

　

み
な
さ
ん
、
こ
ん
に
ち
は
。
神
社
巡
拝
家

の
佐
々
木
優
太
で
す
。
日
々
、
全
国
の
神
社

を
巡
っ
て
お
り
ま
す
。
神
社
を
参
拝
さ
せ
て

い
た
だ
く
時
は
、
必
ず
現
地
の
人
に
お
話
を

伺
う
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。
神
職
さ
ん
や
氏

子
さ
ん
を
始
め
、
そ
こ
に
住
ま
わ
れ
て
い
る

方
々
で
す
。
そ
こ
で
見
た
景
色
や
聞
き
得
た

話
な
ど
を
、
ラ
ジ
オ
や
書
籍
を
通
し
て
お
伝

え
し
て
い
ま
す
。

　

僕
が
小
國
神
社
へ
初
め
て
参
拝
さ
せ
て
い

た
だ
い
た
の
は
、
平
成
二
十
三
年
十
二
月
で

し
た
。
遠
江
一
宮
駅
に
降
り
立
ち
、
そ
こ
か

ら
歩
い
て
小
國
神
社
へ
向
か
っ
た
時
の
事
を

よ
く
覚
え
て
い
ま
す
。
乾
燥
し
た
時
期
で
し

た
が
、
ス
ギ
や
ヒ
ノ
キ
の
巨
木
が
い
き
い
き

と
生
い
茂
る
長
い
参
道
へ
入
っ
た
瞬
間
に
豊

か
な
水
の
存
在
を
感
じ
ま
し
た
。
大
き
な
川

は
見
え
な
く
て
も
、
木
々
を
見
る
事
に
よ
っ

て
、
こ
の
地
が
ど
れ
ほ
ど
水
に
恵
ま
れ
た
土

地
か
を
知
る
こ
と
が
出
来
る
か
ら
で
す
。
社

殿
に
辿
り
着
き
、
参
拝
を
さ
せ
て
い
た
だ
い

た
時
に
は
、
地
域
の
方
々
の
想
い
を
感
じ
ま

し
た
。
地
上
の
木
々
を
見
て
、
見
え
て
い
な

い
地
下
の
水
脈
を
感
じ
る
よ
う
に
、
社
殿
に

手
を
合
わ
せ
る
こ
と
で
、
神
社
を
支
え
る

方
々
の
想
い
を
感
じ
取
る
こ
と
が
出
来
ま
す
。

神
社
は
、
あ
る
日
突
然
こ
の
世
に
現
れ
る
も

の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
神
職
さ
ん
や
氏
子
さ

ん
を
は
じ
め
と
す
る
護
り
伝
え
る
人
、
社
殿

を
建
て
る
人
、
掃
除
す
る
人
な
ど
、
様
々
な

人
に
よ
っ
て
成
り
立
つ
も
の
で
す
。
今
こ
う

し
て
、
僕
が
参
拝
す
る
こ
と
が
で
き
た
の
は
、

小
國
神
社
に
集
う
み
な
さ
ん
の
連
綿
と
し
た

努
力
の
お
陰
な
の
で
す
。

　

さ
て
、
小
國
神
社
に
は
宮
川
沿
い
に
続
く

心
癒
や
さ
れ
る
「
も
み
じ
の
散
策
路
」
が
あ

り
ま
す
。
こ
の
散
策
路
に
つ
い
て
、
神
職
の

方
に
伺
う
事
が
出
来
ま
し
た
。
こ
の
宮
川
を

▶
散
策
後
、清
々
し
い
表
情
の
佐
々
木
様
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節
分
祭
の
斎
行

春
に
祈
る

　
節
分
は
、
立
春
、
立
夏
、
立
秋
、
立
冬
の
前
日
を
指
し
、
本
来
は
年
四
回
あ
り

ま
す
。
現
在
で
は
特
に
、
立
春
の
前
日
を
指
す
場
合
が
多
く
な
り
ま
し
た
。
こ
れ

は
、
旧
暦
を
使
用
し
て
い
た
時
代
に
は
節
分
が
年
初
め
の
前
日
、
つ
ま
り
大
晦
日

と
さ
れ
、
冬
か
ら
春
に
移
る
時
節
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
特
別
な
意
味
を
持
つ
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。

　
節
分
の
行
事
は
、
本
来
宮
中
で
季
節
の
変
わ
り
目
に
行
な
わ
れ
た
年
中
行
事
で
、

こ
れ
に
大
陸
か
ら
伝
わ
っ
た
（
追
儺
・
鬼
遣
ら
い
）
の
神
事
が
加
わ
り
、
平
安
時

代
か
ら
行
な
わ
れ
て
き
ま
し
た
。
時
代
が
下
る
と
次
第
に
民
間
に
伝
わ
り
現
在
に

至
り
ま
す
。
節
分
当
日
の
夕
暮
れ
、
ヒ
イ
ラ
ギ
や
イ
ワ
シ
の
頭
を
家
の
入
り
口
な

ど
に
挿
し
て
お
い
て
い
た
り
、
豆
撒
き
を
す
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　
こ
の
よ
う
に
し
て
お
く
と
、
鬼
（
流
行
病
や
災
難
を
も
た
ら
す
邪
鬼
）
が
ヒ
イ

ラ
ギ
の
葉
の
ト
ゲ
に
刺
さ
り
、
イ
ワ
シ
の
悪
臭
に
驚
き
逃
げ
て
い
く
と
考
え
ら
れ

て
い
ま
し
た
。

　
こ
れ
は
、
季
節
の
変
わ
り
目
に
は
邪
気
（
鬼
）
が
生
じ
る
と
考
え
ら
れ
て
お
り
、

そ
れ
ら
が
家
に
侵
入
し
な
い
よ
う
に
追
い
払
う
た
め
で
で
す
。

　
ま
た
、
豆
を
撒
く
際
の
か
け
声
は
通
常
「
鬼
は
外
、
福
は
内
」
で
す
が
地
域
や

神
社
に
よ
っ
て
様
々
で
す
。
鬼
を
祭
神
ま
た
は
神
の
使
い
と
し
て
い
る
神
社
な
ど

は
「
鬼
は
外
」
で
は
な
く
「
鬼
は
内
」
と
し
て
い
る
と
こ
ろ
も
あ
り
ま
す
。

　
大
勢
の
ご
参
拝
の
皆
さ
ま
で
賑
わ
う
二
月
三
日
㈰
に
節
分
祭
を
斎
行
い
た
し
ま

し
た
。

　
新
春
に
相
応
し
い
色
鮮
や
か
な
装
束
に
身
を
包
ん
だ
一
〇
〇
余
名
の
年
男
役
、

年
女
役
の
皆
さ
ま
が
ご
奉
仕
い
た
し
ま
し
た
。
ま
た
、
本
年
の
特
別
奉
仕
者
は
、

元
宝
塚
歌
劇
団
で
女
優
の
天
玲
美
音
様
に
ご
奉
仕
を
い
た
だ
き
、
天
玲
様
が
舞
殿

に
登
場
す
る
と
大
き
な
歓
声
と
拍
手
が
境
内
を
包
み
ま
し
た
。

　
『
節
分
祭
』
を
始
め
と
す
る
伝
統
行
事
に
は
、
私
た
ち
祖
先
の
感
性
や
暮
ら
し

の
知
恵
が
込
め
ら
れ
、
日
本
の
四
季
折
々
の
自
然
や
風
土
に
調
和
す
る
か
た
ち
で

各
地
に
伝
わ
っ
て
い
ま
す
。

﹃
節
分
﹄
と
は

﹃
節
分
﹄
と
は

▲豊栄舞の奉奏▲福を呼び込む福笑い神事

▶
豆
ま
き
神
事
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立
春
が
過
ぎ
る
と
、
空
に
は
厳
し
い
風
が
吹
き
渡
っ
て

い
て
も
、
陽
射
し
は
春
め
い
て
き
ま
す
。
山
野
の
草
木
は
、

静
か
に
そ
の
芽
を
育
ん
で
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
神
々
が

運
ぶ
悠
久
の
天
地
の
流
れ
に
あ
わ
せ
て
、
人
間
も
ま
た
春

を
迎
え
る
支
度
に
取
り
掛
か
り
ま
す
。

　
な
ぜ
、
日
本
人
は
数
々
の
伝
統
行
事
を
大
切
に
護
り
伝

え
て
き
た
の
で
し
ょ
う
か
。
そ
れ
は
、
季
節
の
恵
み
へ
の

感
謝
と
、
日
々
無
事
に
生
活
で
き
る
こ
と
へ
の
喜
び
を
確

認
す
る
機
会
と
し
て
位
置
付
け
て
き
た
か
ら
に
違
い
あ
り

ま
せ
ん
。
私
た
ち
は
、
伝
統
行
事
を
楽
し
み
な
が
ら
生
活

の
中
に
取
り
入
れ
、
祖
先
の
こ
こ
ろ
に
触
れ
、
日
々
の
生

活
に
『
豊
か
さ
』
と
『
潤
い
』
を
与
え
て
ゆ
き
た
い
も
の

で
す
。 幸

せ
を
祈
る
こ
こ
ろ

幸
せ
を
祈
る
こ
こ
ろ

　
豆
を
撒
く
意
味
は
、
豆
に
は
穀
物
の
穀
霊
が
宿
り
生
命
の
源

の
象
徴
と
考
え
ら
れ
、
鬼
に
豆
を
ぶ
つ
け
る
こ
と
で
邪
気
を
祓

い
、
一
年
の
無
病
息
災
を
願
う
意
味
合
い
が
あ
り
ま
す
。

　
家
庭
に
お
い
て
は
、
夕
方
家
の
ド
ア
や
窓
を
開
け
て
家
の
主

人
が
豆
を
撒
き
家
族
の
幸
せ
を
祈
り
ま
す
。
豆
を
自
分
の
年
齢

よ
り
一
つ
多
く
食
べ
る
と
、
身
体
が
丈
夫
に
な
り
、
風
邪
を
ひ

か
な
い
と
の
言
い
伝
え
も
あ
り
ま
す
。

豆
撒
き
神
事

〜
な
ぜ
豆
を
撒
く
の
で
し
�
う
〜

豆
撒
き
神
事

〜
な
ぜ
豆
を
撒
く
の
で
し
�
う
〜

伝
統
行
事
は
、
四
季
折
々
の
〝
自
然
〞
や
〝
風
土
〞
に

調
和
し
な
が
ら
〝
日
本
の
こ
こ
ろ
〞
を
伝
え
て
い
ま
す

邪鬼を鎮める“鳴弦式”▲大神様のご加護をいただく“金幣行事”▲

福
徳
円
満  

宝
槌
打
振
神
事
▶

▶
清
々
し
い
笑
顔
で
神
事
を
ご
奉
仕
さ
れ
て
い
ま
し
た
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社
頭

  
動
静

　

平
成
三
十
年
十
二
月
三
十
一
日
㈪
大
晦
日
に

師
走
の
大
祓
式
を
執
り
行
い
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
約
六
〇
〇
名
の
皆
さ
ま
が
参
列
さ

れ
ま
し
た
。

　

大
祓
は
、
私
た
ち
日
本
人
の
伝
統
的
な
考
え

方
に
基
づ
く
も
の
で
、
常
に
清
ら
か
な
気
持
ち

で
日
々
の
生
活
を
送
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、

自
ら
の
心
身
の
穢
れ
、
災
厄
の
原
因
と
な
る

諸
々
の
罪
や
過
ち
を
祓
い
清
め
ま
す
。

　

大
祓
式
の
後
は
、
引
続
き
除
夜
祭
を
執
り
行

い
、
大
神
様
の
ご
加
護
の
も
と
一
年
を
無
事
に

過
ご
せ
た
こ
と
を
感
謝
し
、
新
し
い
気
持
ち
で
、

新
年
を
迎
え
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
お
祈
り
い

た
し
ま
し
た
。

師
走
の
大
祓
式
・
除
夜
祭
の
斎
行

師
走
の
大
祓
式
・
除
夜
祭
の
斎
行

日

　

小
國
神
社
氏
子
青
年
会
で
は
、
年
末
年
始
に
か
け
て
様
々
な
奉

仕
活
動
を
行
な
い
ま
し
た
。

　

年
末
に
は
、
注
連
縄
の
奉
製
と
掛
け
替
え
作
業
の
奉
仕
を
行
い
、

年
明
け
か
ら
は
、
「
小
國
神
社
開
運
だ
る
ま
」
の
授
与
、
正
月
行

事
の
締
め
く
く
り
に
、
一
月
二
十
日
の
ど
ん
ど
焼
き
の
〝
お
は
た

き
餅
〞
の
授
与
奉
仕
を
行
な
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
二
月
に
は
建
国
記
念
奉
祝
パ
レ
ー
ド
に
お
い
て
子
ど
も

た
ち
の
引
率
を
行
な
い
我
が
国
の
建
国
の
理
念
を
伝
え
る
活
動
を

行
な
い
ま
し
た
。

　

本
年
も
、
神
社
の
発
展
と
地
域
の
発
展
に
寄
与
で
き
る
よ
う
活

動
を
展
開
し
、
国
を
愛
す
る
麗
し
い
心
と
伝
統
を
尊
ぶ
精
神
を
伝

え
る
活
動
を
行
な
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

小
國
神
社
氏
子
青
年
会
奉
仕
活
動
の
ご
報
告

小
國
神
社
氏
子
青
年
会
奉
仕
活
動
の
ご
報
告

神
社
を
中
心
と
し
た
地
域
の
発
展
を
願
い

〝
大
神
様
へ
の
真
心
〞
の
ご
奉
仕

　

鈴
木
格
子
様
よ
り
、
本
年
も
新
し
い
干
支
に
ち
な
ん
だ
「
己
亥
年
」

の
鉄
製
干
支
ア
ー
ト
作
品
を
ご
奉
納
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

本
年
の
作
品
は
、
愛
ら
し
い
表
情
と
精
巧
に
造
ら
れ
た
イ
ノ
シ
シ
の

毛
並
み
が
特
徴
的
で
す
。

　

鈴
木
様
は
、
鉄
を
利
用
し
た
様
々
な
ア
ー
ト
作
品
を
製
作
さ
れ
て
お

り
、
火
力
の
ほ
か
手
作
り
の
ベ
ン
ダ
ー
な
ど
を
用
い
て
作
品
を
仕
上
げ

て
か
れ
る
そ
う
で
す
。

　

当
社
に
は
平
成
二
十
一
年
の
丑
年
か
ら
ご
奉
納
を
さ
れ
て
本
年
で
十

一
年
目
を
迎
え
ま
す
。

　

本
作
品
を
一
月
中
の
期
間
限
定
で
展
示
し
た
と
こ
ろ
、
縁
起
の
良
い

フ
ォ
ト
ス
ポ
ッ
ト
と
し
て
多
く
の
ご
参
拝
の
皆
さ
ま
が
記
念
撮
影
を
楽

し
ん
で
い
ま
し
た
。

　

鈴
木
様
の
ご
厚
志
に
改
め
て
感
謝
を
申
し
上
げ
ま
す
。

鉄
製
干
支
ア
�
ト
作
品
の
ご
奉
納

鉄
製
干
支
ア
�
ト
作
品
の
ご
奉
納

一
宮
在
住
の
鉄
の
ア
�
ト
職
人

　

本
年
一
月
十
七
日
㈭
に
御
弓
始
祭
を
斎
行
い
た
し
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
宮
司
が
祝
詞
を
奏
上
の
後
、
舞
殿
東
側
の
内
庭
に
て
、

県
内
の
弓
道
愛
好
家
ら
が
所
属
す
る
大
弓
会
の
ご
奉
仕
に
よ
り
御

弓
始
神
事
を
厳
か
に
執
り
行
い
ま
し
た
。

　

日
置
流
大
的
式
の
作
法
に
よ
り
お
こ
な
わ

れ
る
こ
の
神
事
は
、
一
挙
手
一
投
足
が
非
常

に
細
や
か
で
、
美
し
い
神
事
で
す
。

　

地
射
手
が
約
二
十
八
メ
ー
ト
ル
先
の
的
に

矢
を
放
つ
と
、
鋭
い
風
音
が
響
き
、
斎
場
か

ら
は
歓
声
が
あ
が
り
ま
し
た
。

　

的
を
射
貫
い
た
矢
は
魔
除
け
の
縁
起
物
と

伝
わ
り
、
的
の
近
く
で
拝
観
し
て
い
る
参
拝

者
が
我
先
に
と
手
を
伸
ば
し
て
い
ま
し
た
。

御
弓
始
祭
の
斎
行

御
弓
始
祭
の
斎
行

年
の
始
め
に
祈
る

﹁
五
穀
豊
穣
﹂
と
﹁
厄
神
鎮
送
﹂

御弓始神事／日置流による大的式▲

師走大祓式／切麻で自らを祓うご参列の皆様▲

々
の
穢
れ
を
祓
い
清
め
�

清
々
し
く
一
年
を
迎
え
る

　

一
月
六
日
㈰
に
本
宮
山
奥
磐
戸
神
社
例
祭
を
執
り
行
い
ま
し
た
。

　

社
伝
で
は
、
大
神
様
が
本
宮
山
山
頂
に
「
欽
明
天
皇
十
六
年
乙
亥

二
月
十
八
日
」
に
天
降
ら
れ
た
と
記
さ
れ
、
本
宮
山
奥
磐
戸
神
社

は
、
「
一
宮
ノ
荒
魂
社
奥
院
也
」
と
さ
れ
、
現
在
の
本
社
と
は
元
宮

と
里
宮
の
関
係
で
す
。

　

当
日
は
、
一
二
〇
名
の
ご
参
列
の
も
と
、
盛
大
に
執
り
行
わ
れ
、

祭
典
終
了
後
に
は
お
神
札
を
授
与
し
、
古
式
神
酒
と
お
下
が
り
を
頂

き
ま
し
た
。

　

年
の
初
め
に
本
宮
山
山
頂
で
大
神
様
の
ご
加
護
を
受
け
ら
れ
た
皆

さ
ま
は
、
一
様
に
清
々
し
い
表
情
を
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

本
宮
山
奥
磐
戸
神
社
へ
の
ア
ク
セ
ス
は

本
宮
山
奥
磐
戸
神
社
例
祭
の
斎
行

本
宮
山
奥
磐
戸
神
社
例
祭
の
斎
行

大
神
様
が
初
め
て
降
臨
さ
れ
た
聖
な
る
山

ほ
ん   

ぐ
う   

さ
ん  

お
く   

い
わ     

と    

じ
ん    

じ
ゃ

本
宮
山
奥
磐
戸
神
社
　
ア
ク
セ
ス
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▲注連縄掛け替え奉仕の様子▲大祭“祈年祭”豊かな稔りを祈ります設置された枝垂れ梅の鉢植え（左）▲

　

本
年
は
、
初
代
神
武
天
皇
が
建
国
し
、

ご
即
位
さ
れ
た
日
よ
り
二
六
七
九
年
を

迎
え
ま
す
。

　

二
月
十
一
日
㈪
に
建
国
の
偉
業
を
仰

ぎ
、
我
が
国
の
発
展
を
お
祈
り
す
る
紀

元
祭
を
執
り
行
い
ま
し
た
。
祭
典
後
に

は
、
五
〇
〇
余
名
が
奉
祝
記
念
式
典
に

参
加
し
ま
し
た
。

　

日
本
は
、
国
家
の
起
源
を
神
話
に
求

め
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
そ
の
歴
史
が
、

神
代
か
ら
現
在
ま
で
一
本
の
糸
で
繋
が

る
類
い
稀
な
る
国
家
で
す
。

　

本
年
は
、
平
成
最
後
の
年
で
す
。
改

め
て
、
二
六
七
九
年
続
く
我
が
国
の
歴

史
と
伝
統
に
つ
い
て
考
え
る
良
い
機
会

で
あ
る
と
思
い
ま
す
。

紀
元
祭
の
斎
行

紀
元
祭
の
斎
行

日
本
の
国
柄
を
正
し
く
知
り
�

そ
の
精
神
を
後
世
に
伝
え
る

　

平
成
三
十
一
年
二
月
十
八
日
㈪
、
祈
年

祭
を
執
り
行
い
ま
し
た
。

　

祈
年
祭
は
、〝
と
し
ご
い
の
ま
つ
り
〞

と
も
呼
ば
れ
て
い
ま
す
。「
と
し=

稲
の

魂
」、「
こ
い=

祈
り
」
を
表
わ
し
ま
す
。

五
穀
の
豊
か
な
稔
り
と
、
国
家
の
安
泰
を

祈
る
お
祭
り
で
す
。

　

お
米
を
は
じ
め
と
す
る
作
物
の
収
穫
へ

の
感
謝
と
豊
作
へ
の
祈
り
が
神
社
に
と
っ

て
最
も
大
切
な
お
祭
り
と
し
て
位
置
付
け

ら
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
も
、
稲
作
は
、
日

本
文
化
の
原
点
で
あ
る
と
言
え
ま
す
。

　

ま
た
、
本
年
も
松
尾
貞
子
様
よ
り
椎
茸

や
キ
ャ
ベ
ツ
な
ど
を
多
数
ご
奉
納
い
た
だ

き
、
ご
神
前
に
お
供
え
し
て
の
斎
行
と
な

り
ま
し
た
。
松
尾
様
の
ご
厚
志
に
深
く
感

謝
を
申
し
上
げ
ま
す
。

祈
年
祭
の
斎
行

祈
年
祭
の
斎
行

日
本
人
の
原
点
を
伝
え
る

〝
と
し
ご
い
の
ま
つ
り
〞

　

平
成
三
十
一
年
三
月
三
日
㈰
に
第
九
期
第
三
回
目
の
遠
州
と
こ

わ
か
塾
を
開
催
い
た
し
ま
し
た
。

　

今
回
は
、
東
京
家
政
学
院
大
学
名
誉
教
授
の
江
原
絢
子
先
生
を

講
師
に
お
迎
え
し
、
自
然
を
尊
重
し
て
育
ま
れ
た
「
和
食
」
の
魅

力
と
題
し
、
ご
講
義
を
賜
り
ま
し
た
。
ユ
ネ
ス
コ
世
界
遺
産
に
も

登
録
を
さ
れ
て
い
る
「
日
本
の
精
神
文
化
が
育
ん
だ
和
食
」
の
特

徴
と
魅
力
を
わ
か
り
や
す
く
お
話
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

塾
生
か
ら
は
、
「
和
食
文
化
は
、
日
本
の
大
き
な
魅
力
の
一
つ
。

東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
を
控
え
、
海
外
に
も
こ
の
素
晴
ら
し
い
文
化

を
広
く
知
っ
て
頂
き
た
い
。
」
と
の
声
も
上
が
り
ま
し
た
。

第
九
期
第
三
回
遠
州
と
こ
わ
か
塾

第
九
期
第
三
回
遠
州
と
こ
わ
か
塾

ユ
ネ
ス
コ
無
形
文
化
遺
産
に
登
録
さ
れ
た
和
食

　

㈲
一
十
園　

代
表
取
締
役　

小
林
健
様
よ
り
、
春
の
訪
れ
を
感
じ
る
紅
白
の
枝
垂
れ

梅
の
鉢
植
え
を
ご
提
供
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

樹
齢
八
十
余
年
の
梅
の
木
が
直
径
約
一
六
〇
㎝
の
巨
大
な
鉢
植
え
に
植
わ
っ
て
い
る

様
は
、
普
段
で
は
中
々
見
る
こ
と
が
で
き
な
い
も
の
で
す
。

　

ご
参
拝
の
皆
様
も
こ
の
珍
し
い
光
景
に
、
感
嘆
の
声
を
上
げ
る
と
と
も
に
、
梅
の
花

の
香
り
と
咲
き
姿
を
楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。

　

小
林
様
の
ご
厚
志
に
深
く
感
謝
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　

一
十
園
様
に
よ
る
紅
白
の
枝
垂
れ
梅
鉢
植
え
の
設
置

　

一
十
園
様
に
よ
る
紅
白
の
枝
垂
れ
梅
鉢
植
え
の
設
置

鳥
居
の
す
ぐ
側
に
巨
大
な
鉢
植
え
が
出
現
!?

げ
ん   

さ
い

（有）

き

　
日
本
の
神
話
に
親
し
む
会
に
よ
る

◀
読
み
聞
か
せ
の
ご
奉
仕（
二
月
十
一
日
）

▶
平
成
三
十
一
年
「
己
亥
年
」

　
製
作
：
鈴
木
格
子
様
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参議院議員　比例代表（全国区）選出
神道政治連盟国会議員懇談会副幹事長

あり　　むら　　　　はる　　 こ

有村 治子

特別寄稿

～言霊幸う国に～
こと      だま     さきわ

有村　治子
平成十三年、参議院議員通常選挙　比例代表
（全国区）で初当選（三十歳）の後、初代女
性活躍担当大臣、少子化対策担当大臣等を歴
任。現在、参議院自民党政審会長を務める。
しっかりとした国家観と地に足のついた生活
感を併せ持って課題解決することを心がけ、
歴史の評価に耐えうる、まっすぐな政治を志
す。本年七月の参議院選挙に向かって、神道
政治連盟（小國神社宮司・打田文博会長）よ
り推薦を受ける。

プロフィール
参議院議員
神道政治連盟国会議員
懇談会副幹事長

　

近
年
、
「
こ
の
国
」
と
い
う
言
い
方
が
幅
を

利
か
せ
て
い
ま
す
。
閣
僚
や
自
由
民
主
党
の
国

会
議
員
で
さ
え
、
「
こ
の
国
」
と
い
う
言
葉
を

多
用
し
ま
す
。
今
や
違
和
感
を
覚
え
る
人
も
少

な
い
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
私
は
こ
の
語
句

を
聞
く
た
び
に
戸
惑
い
を
覚
え
、
自
分
の
国
を

（
無
意
識
の
う
ち
に
）
相
対
化
さ
せ
る
こ
と
へ

の
弊
害
を
案
じ
ま
す
。

　

日
本
は
一
体
い
つ
か
ら
「
そ
の
国
・
あ
の

国
・
こ
の
国
」
と
、
人
指
し
指
で
指
示
さ
れ
る

国
に
な
っ
た
の
で
し
ょ
う
か
。
父
祖
伝
来
の
郷

土
、
そ
の
集
合
体
と
し
て
先
人
か
ら
継
承
し
て

き
た
日
本
は
、
我
が
命
と
人
格
を
育
ん
で
く
れ

た
「
我
が
国
」
で
あ
る
は
ず
で
す
。
か
け
が
え

の
な
い
「
我
が
国
」
の
独
立
と
家
族
の
安
寧
を

願
っ
て
一
命
を
捧
げ
ら
れ
た
御
霊
が
、
靖
国
神

社
に
眠
ら
れ
て
い
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

国
難
に
殉
じ
ら
れ
た
方
々
が
一
命
を
捧
げ
て
ま

で
も
各
々
の
持
ち
場
に
向
か
わ
れ
た
の
は
、
ま

さ
に
「
祖
国
」
を
想
う
心
か
ら
で
あ
り
、「
こ

の
国
」
で
は
な
か
っ
た
は
ず
で
す
。

　

私
達
は
家
族
や
地
域
、
学
校
や
職
場
な
ど
、

多
く
の
組
織
や
共
同
体
に
属
し
て
い
ま
す
。
夫

や
妻
、
あ
る
い
は
親
子
や
同
僚
が
「
そ
も
そ
も

あ
の
人
は…

」「
こ
の
家
は…

」「
あ
の
学
校
は

…

」「
そ
の
地
域
は…

」
と
い
っ
た
指
示
語
を

敢
え
て
使
う
時
、
多
く
の
場
合
は
自
ら
と
距
離

き
、
民
族
が
全
力
で
紡
い
で
き
た
命
の
系
譜
で
あ

る
は
ず
で
す
。

　

父
祖
伝
来
の
国
土
や
文
化
的
集
積
を
持
つ
「
我

が
国
」
を
一
般
的
名
詞
と
し
て
相
対
化
さ
せ
、
自

ら
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
と
国
家
に
距
離
を
置
く

か
の
よ
う
な
言
葉
遣
い
が
蔓
延
す
る
こ
と
に
、
果

た
し
て
国
家
弱
体
化
の
政
治
的
意
図
は
な
い
の
で

し
ょ
う
か
。
自
ら
が
地
域
や
国
家
の
未
来
を
担
う

と
い
う
気
概
な
き
言
葉
遣
い
が
、
内
外
の
難
局
を

乗
り
切
ら
ね
ば
な
ら
な
い
現
在
の
日
本
に
と
っ
て
、

果
た
し
て
健
全
な
風
潮
な
の
か
ど
う
か
。
少
し
冷

静
に
な
っ
て
み
る
こ
と
も
必
要
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　

自
ら
が
発
す
る
一
語
一
句
に
魂
や
哲
学
を
込
め

る
「
言
霊
（
こ
と
だ
ま
）」
と
い
う
素
晴
ら
し
い

言
葉
を
、
先
人
は
遺
し
て
く
れ
て
い
ま
す
。
万
葉

集
い
わ
く
、
私
達
は
、
言
霊
（
こ
と
だ
ま
）
幸

（
さ
き
わ
）
う
国
（
言
葉
が
持
つ
霊
的
な
力
が
幸

福
を
も
た
ら
す
国
）
に
生
ま
れ
し
国
民
で
あ
り
ま

す
。
温
か
く
、
主
体
性
の
あ
る
言
葉
を
使
っ
て
い

き
た
い
も
の
で
す
。

を
置
き
た
い
時
や
、

批
判
的
な
立
場
を

取
る
時
に
、
こ
の

よ
う
な
指
示
語
が

使
わ
れ
ま
す
。

　

も
し
自
民
党
の

主
た
る
構
成
員
で

あ
る
議
員
が
「
こ

の
党
は
」
と
、
政

党
と
自
ら
に
距
離

が
あ
る
か
の
よ
う

な
突
き
放
し
た
言

葉
を
使
い
続
け
た
ら
、
国
民
の
皆
さ
ん
は
果
た
し

て
自
民
党
を
支
持
し
、
力
を
与
え
よ
う
と
思
っ
て

下
さ
る
で
し
ょ
う
か
。
社
長
や
役
員
達
が
「
こ
の

会
社
」
と
、
組
織
と
経
営
責
任
を
切
り
離
す
よ
う

な
物
言
い
を
続
け
た
先
に
、
会
社
の
発
展
や
消
費

者
の
信
頼
は
あ
る
の
で
し
ょ
う
か
。

　

私
達
は
日
頃
、「
我
が
家
で
は
」「
ウ
チ
の
子
は
」

「
私
達
の
会
社
で
は
」
と
帰
属
意
識
を
明
確
に
し

た
言
葉
を
使
う
こ
と
に
よ
っ
て
、
自
ら
が
属
す
る

組
織
や
地
域
へ
の
愛
着
や
情
を
示
す
と
同
時
に
、

自
ら
の
立
ち
位
置
や
責
任
を
明
ら
か
に
し
て
い
ま

す
。
子
供
達
が
運
動
会
で
「
赤
組
ガ
ン
バ
レ
！
」

「
白
組
フ
レ
ー
フ
レ
ー
」
と
躍
起
に
な
る
よ
う
に
、

自
ら
が
主
体
的
な
構
成
員
だ
と
認
識
す
る
か
ら
こ

そ
、
「
そ
の
発
展
の
た
め
に
尽
く
そ
う
！
」
と
努

力
す
る
気
持
ち
や
誇
り
が
育
ま
れ
る
よ
う
な
気
が

し
ま
す
。

　

私
達
民
族
の
食
習
慣
は
和
食
で
あ
り
、
数
あ
る

選
択
肢
の
一
つ
に
す
ぎ
な
い
日
本
食
で
は
あ
り
ま

せ
ん
。
言
語
の
一
つ
と
相
対
化
す
る
「
日
本
語
」

で
は
な
く
、
私
達
の
母
語
は
「
国
語
」
で
あ
り
、

日
本
史
は
本
来
私
達
に
と
っ
て
「
国
史
」
と
言
う
べ

森町長太田康雄様（右）との▲
ご歓談〈小國神社にて〉   

◀
初
代
女
性
活
躍
・
少
子
化
対
策
担
当
大
臣
時
代
、

　
打
田
宮
司
と（
右
）境
内
を
散
策
す
る
有
村
議
員



〜
日
本
の
良
き
歴
史
、

　
良
き
伝
統
を
次
世
代
へ
繋
ぐ
〜

〜
か
け
が
え
の
な
い
命
に

　
　
敬
意
を
払
う
社
会
を
創
る
〜
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安倍晋三内閣総理大臣に質問する有村議員▲

少子化対策大臣室でのマタニティマーク▲

有村治子議員
あり   むら    はる    こ

参
議
院
予
算
委
員
会

平
成
三
十
一
年
三
月
四
日

代表
質問

　
当
社
主
催
の
文
化
塾
「
遠
州
と
こ
わ
か
塾
」
塾
生
よ
り
、
「
非
常
に
的
を
得

た
質
問
と
意
見
だ
っ
た
」
と
の
好
評
の
お
声
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
レ
ー
ダ
ー
照
射
問
題
に
つ
い
て
主
張
し
た
有
村
議
員
の
国
会
質
問
は
、
動
画

サ
イ
ト
で
二
十
六
万
回
を
超
え
る
動
画
再
生
回
数
と
な
り
、
国
民
的
関
心
を
寄

せ
て
い
ま
す
。

　
今
回
の
特
別
寄
稿
に
際
し
、
全
国
N
H
K
中
継
が
な
さ
れ
、
自
民
党
を
代
表

し
質
問
に
立
っ
た
有
村
議
員
の
国
会
質
疑
の
骨
子
を
ま
と
め
ま
し
た
。
い
く
つ

か
ご
紹
介
を
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。

皇
位
継
承
に
つ
い
て

御
代
替
わ
り
に
つ
い
て
理
解
を
深
め
る
教
材
を

● 

有
村
議
員 

●

　
四
月
三
十
日
に
天
皇
陛
下
が
退
位
さ
れ
、
五
月
一
日
に
皇
太
子
殿
下
が
第
百

二
十
六
代
の
皇
位
に
即
位
さ
れ
る
御
代
替
わ
り
に
つ
い
て
、
的
確
に
学
べ
る
教

材
を
作
成
し
て
欲
し
い
と
い
う
要
望
が
教
職
員
団
体
か
ら
も
上
げ
ら
れ
て
い
る
。

文
部
科
学
大
臣
の
見
解
を
伺
い
た
い
。● 

柴
山
昌
彦
文
部
科
学
相 

●

　
わ
が
国
の
歴
史
に
と
っ
て
極
め
て
重
要

な
節
目
。
子
供
た
ち
が
天
皇
に
つ
い
て
理

解
を
深
め
る
こ
と
は
非
常
に
意
義
深
い
。

平
成
の
ご
即
位
の
際
と
同
様
、
各
学
校

で
指
導
を
促
す
よ
う
通
知
を
出
す
こ
と

を
検
討
し
て
い
る
。

● 

有
村
議
員 

●

 

幼
児
教
育
、
保
育
の
無
償
化
か
ら
、
高

等
教
育
の
無
償
化
ま
で
、
教
育
に
関
わ
る

経
済
的
負
担
の
軽
減
策
が
大
き
く
推
進
し

よ
う
と
し
て
い
る
。
国
家
の
意
思
と
し
て

教
育
の
無
償
化
の
拡
充
を
実
現
し
て
い
く

ご
決
意
を
伺
い
た
い
。

●
安
倍
晋
三
内
閣
総
理
大
臣 

●

 

本
年
十
月
、
三
歳
か
ら
五
歳
ま
で
の
全

て
の
子
供
た
ち
の
幼
児
教
育
、
保
育
を
無

償
化
し
て
い
く
。
ま
た
、
高
等
教
育
に
つ

い
て
も
修
学
支
援
金
を
拡
充
し
て
来
年
四

月
か
ら
の
私
立
高
校
授
業
料
の
実
質
無
償

化
の
着
実
な
実
施
向
け
て
取
り
組
む
。

　
最
後
に
、
皆
さ
ん
が
良
く
目
に
す
る
「
マ
タ
ニ

テ
ィ
マ
ー
ク
」
に
か
け
る
思
い
に
つ
い
て
有
村
議
員

に
語
っ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
平
成
十
八
年
、
私
は
首
相
官
邸
で
「
全
国
統
一
で

の
マ
タ
ニ
テ
ィ
マ
ー
ク
を
制
定
す
べ
き
」
と
提
案
し

ま
し
た
。
「
新
た
な
命
を
育
ん
で
い
る
妊
婦
さ
ん
を
、

み
ん
な
で
温
か
く
見
守
れ
る
社
会
に
」
と
の
想
い
を

広
げ
て
い
き
た
か
っ
た
か
ら
で
す
。
　
　

　
以
来
、
全
国
の
自
治
体
や
鉄
道
各
社
の
協
力
を
頂

き
な
が
ら
、
子
育
て
世
代
の
み
な
ら
ず
、
多
く
の
世

代
の
支
持
を
得
て
、
少
し
ず
つ
で
す
が
着
実
に
全
国

的
に
広
が
り
、
安
産
祈
願
を
さ
れ
る
妊
婦
さ
ん
に
、

マ
タ
ニ
テ
ィ
マ
ー
ク
を
配
っ
て
く
だ
さ
る
神
社
も
出

て
き
ま
し
た
。

　
か
け
が
え
の
な
い
命
に
敬
意
を
払
う
社
会
を
創
っ

て
い
く
こ
と
は
、
子
供
達
が
安
心
し
て
外
で
遊
べ
る

町
の
治
安
、
社
会
の
安
全
な
ど
公
益
に
つ
な
が
る
基

盤
で
す
。
こ
れ
か
ら
も
命
の
重
み
と
、
家
族
の
き
ず

な
、
国
家
の
尊
厳
を
守
る
活
動
を
進
め
て
い
き
た
い

と
思
っ
て
い
ま
す
。

新
し
い
命
を
育
む

　
　
お
母
さ
ん
達
を
応
援
!!

幼
児
教
育・保
育
に
つ
い
て

子
育
て
世
代
の
不
安
を
払
拭
す
る
施
策
が

大
き
く
推
進
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小
國
神
社
と
人
と
暮
ら
し
と
か
み
の
た
な
展

今
年
も
開
催
!!
テ
�
マ
は〝
元
号
〞

　
遠
江
国
一
宮
小
國
神
社
研
修
室
で
四
回
目

の
開
催
と
な
る
「
小
國
神
社
と
人
と
暮
ら
し

と
か
み
の
た
な
展
」
を
大
型
連
休
で
あ
る
平

成
三
十
一
年
四
月
二
十
七
日
〜
五
月
六
日
の

期
間
で
開
催
し
ま
す
。

　
本
展
示
の
テ
ー
マ
は
〝
元
号
〞
。
今
年
五

月
よ
り
新
帝
陛
下
の
ご
即
位
に
伴
い
、
新
元

号
と
な
る
節
目
を
機
に
、
飛
鳥
時
代
か
ら
一

三
〇
〇
年
以
上
続
く
「
元
号
」
に
つ
い
て
、

そ
の
歴
史
や
神
事
の
面
か
ら
着
目
し
ま
す
。

　
キ
リ
ス
ト
誕
生
暦
と
し
て
の
年
号
「
西

暦
」
と
は
異
な
り
、
元
号
（
和
暦
）
に
は
日

本
が
経
て
き
た
各
時
代
の
背
景
と
祈
り
が
込

め
ら
れ
、
そ
の
軌
跡
を
辿
る
こ
と
で
、
一
二

六
代
続
く
天
皇
を
中
心
と
し
た
世
界
最
古
の

王
室
を
頂
く
日
本
の
歴
史
に
触
れ
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。

　
歴
代
の
天
皇
が
国
の
安
寧
を
願
い
、
継
承

さ
れ
て
き
た
心
と
精
神
は
、
日
本
の
『
神
さ

ま
と
暮
ら
す
文
化
』
と
し
て
現
代
へ
続
き
、

各
家
庭
の
お
ま
つ
り
へ
と
広
が
り
、
私
た
ち

の
国
の
礎
を
形
成
し
て
き
ま
し
た
。

　
元
号
に
関
す
る
企
画
展
示
と
共
に
会
場
内

に
は
展
示
販
売
ス
ペ
ー
ス
を
準
備
。
家
庭
の

ま
つ
り
を
担
う
「
神
棚
」
や
全
国
各
地
か
ら

集
め
た
神
具
の
逸
品
、
暮
ら
し
を
丁
寧
に
す

る
様
々
な
品
を
多
数
ご
用
意
し
、
日
本
の
神

事
を
広
く
お
伝
え
し
て
い
き
ま
す
。

　
一
二
〇
〇
年
以
上
前
か
ら
伝
わ
る
「
祝
詞
」（
の
り
と
）

「
大
祓
詞
」（
お
お
は
ら
え
の
こ
と
ば
）
を
紐
解
く
と
、
太

古
の
人
々
が
「
は
ら
え
」（
生
ま
れ
出
た
と
き
の
様
な
清
ら

か
な
こ
こ
ろ
に
な
る
こ
と
）
を
大
切
に
し
て
い
た
こ
と
が

と
て
も
よ
く
わ
か
り
ま
す
。

　
こ
の
作
品
は
大
祓
詞
の
深
遠
な
世
界
観
を
ア
ニ
メ
ー

シ
ョ
ン
で
表
現
を
し
ま
し
た
。

神さまと暮らす豊かな生きかたを提案する

時
代
を
通
し
て
変
わ
ら
な
い
大
切
な
も
の
�

﹁
そ
れ
は
清
ら
か
な
心
﹂

小國神社　おおはらえのことば

公式ウェブサイト特設ページで
ムービー公開中

大祓詞の世界への誘い
おお    はらへ   ことば いざな

古の祝詞
のりといにしえ
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々
と
お
祭
り

か
み 

ま
つ

　
私
た
ち
の
祖
先
は
、
神
祭
り
の
な
か
か
ら
生

き
方
を
学
び
信
仰
の
礎
と
し
て
き
ま
し
た
。

　
ま
た
、
古
く
か
ら
の
伝
承
や
歴
史
を
ふ
ま
え
、

豊
か
に
暮
ら
す
知
恵
を
生
活
の
な
か
に
生
か
し
、

神
々
と
生
活
を
と
も
に
し
て
き
ま
し
た
。

　
毎
年
同
じ
時
期
に
お
祭
り
が
繰
り
返
し
行
な

わ
れ
、
私
た
ち
は
そ
の
中
で
信
仰
や
文
化
を
か

た
ち
づ
く
っ
て
き
ま
し
た
。

　「
お
祭
り
」
と
は
、

日
本
の
伝
統
に
も
と
づ
い
て
、

神
々
に
対
す
る
祖
先
の
こ
こ
ろ
を

今
に
伝
え
る
大
切
な
か
た
ち
で
す
。

神神
々
と
お
祭
り

か
み 

ま
つ

　
私
た
ち
の
祖
先
は
、
神
祭
り
の
な
か
か
ら
生

き
方
を
学
び
信
仰
の
礎
と
し
て
き
ま
し
た
。

　
ま
た
、
古
く
か
ら
の
伝
承
や
歴
史
を
ふ
ま
え
、

豊
か
に
暮
ら
す
知
恵
を
生
活
の
な
か
に
生
か
し
、

神
々
と
生
活
を
と
も
に
し
て
き
ま
し
た
。

　
毎
年
同
じ
時
期
に
お
祭
り
が
繰
り
返
し
行
な

わ
れ
、
私
た
ち
は
そ
の
中
で
信
仰
や
文
化
を
か

た
ち
づ
く
っ
て
き
ま
し
た
。

　「
お
祭
り
」
と
は
、

日
本
の
伝
統
に
も
と
づ
い
て
、

神
々
に
対
す
る
祖
先
の
こ
こ
ろ
を

今
に
伝
え
る
大
切
な
か
た
ち
で
す
。

神神
々
と
お
祭
り

か
み 

ま
つ

　
私
た
ち
の
祖
先
は
、
神
祭
り
の
な
か
か
ら
生

き
方
を
学
び
信
仰
の
礎
と
し
て
き
ま
し
た
。

　
ま
た
、
古
く
か
ら
の
伝
承
や
歴
史
を
ふ
ま
え
、

豊
か
に
暮
ら
す
知
恵
を
生
活
の
な
か
に
生
か
し
、

神
々
と
生
活
を
と
も
に
し
て
き
ま
し
た
。

　
毎
年
同
じ
時
期
に
お
祭
り
が
繰
り
返
し
行
な

わ
れ
、
私
た
ち
は
そ
の
中
で
信
仰
や
文
化
を
か

た
ち
づ
く
っ
て
き
ま
し
た
。

　「
お
祭
り
」
と
は
、

日
本
の
伝
統
に
も
と
づ
い
て
、

神
々
に
対
す
る
祖
先
の
こ
こ
ろ
を

今
に
伝
え
る
大
切
な
か
た
ち
で
す
。

神神



　
本
年
の
例
祭
期
間
は
四
月
十
六
日
㈫
末
社
塩
井
神
社

の
垢
離
祭
（
神
職
・
舞
楽
人
が
身
を
清
め
る
塩
水
を
汲

む
お
祭
り
）
の
斎
行
に
は
じ
ま
り
、
十
七
日
㈬
に
は
前

日
祭
を
執
り
行
い
、
十
八
日
㈭
の
例
祭
を
迎
え
ま
す
。

　
二
十
一
日
㈰
十
一
時
か
ら
古
式
十
二
段
舞
楽
を
奉
奏

し
、
午
後
二
時
か
ら
の
神
幸
祭
で
は
、
神
輿
渡
御
が
行

わ
れ
大
宝
元
年
（
五
五
五
）
の
勅
使
参
向
の
時
代
絵
巻

を
再
現
し
た
勅
使
行
列
が
参
道
を
華
や
か
に
飾
り
ま
す
。

　
大
神
様
の
も
と
に
地
域
の
人
々
が
集
ま
り
、
日
々
の

感
謝
を
申
し
上
げ
、
共
に
喜
び
を
分
か
ち
合
い
、
祝
う

こ
と
で
ご
加
護
は
よ
り
広
く
行
き
渡
り
ま
す
。

　
氏
子
崇
敬
者
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
年
に
一

度
の
こ
の
期
間
に
是
非
、
ご
家
族
で
ご
参
拝
く
だ
さ
い
。

例
祭
期
間
の
ご
案
内

大神様へ感謝の真心を伝える
ま    ごころ

平
成
三
十
一
年
四
月
十
八
日

日
々
の
感
謝
を
伝
え
�

と
も
に
喜
び
を
分
か
ち
合
う

　
神
社
に
と
っ
て
最
も
重
要
な
祭
祀
で
、
通
常
は
年
に

一
度
執
り
行
わ
れ
ま
す
。
そ
の
神
社
や
ご
祭
神
に
と
っ

て
特
別
に
由
緒
あ
る
お
祭
り
で
、
俗
に
例
大
祭
と
も
称

さ
れ
ま
す
。
例
祭
の
期
日
は
神
社
に
よ
っ
て
様
々
で
、

ご
祭
神
に
関
わ
り
の
深
い
日
や
、
神
社
の
創
建
の
日
な

ど
、
そ
の
神
社
に
ゆ
か
り
の
深
い
日
が
あ
て
ら
れ
ま
す
。

　
当
社
で
は
、
ご
祭
神
「
大
己
貴
命
」
が
本
宮
山
に
鎮

ま
っ
た
と
伝
わ
る
由
緒
あ
る
日
で
す
。

例
祭
と
は

例
祭
と
は

大
神
様
へ
捧
ぐ
日
々
の
感
謝

　
四
月
二
十
一
日
㈰
午
後
二
時
よ
り
神
幸
祭
（
神
輿
渡
御
）
に

あ
わ
せ
稚
児
行
列
を
行
な
い
ま
す
。

　
古
く
か
ら
、
稚
児
は
神
さ
ま
に
近
い
清
浄
な
存
在
と
し
て
、

多
く
の
神
事
に
お
い
て
重
要
な
役
割
を
果
し
て
き
ま
し
た
。

　
お
子
さ
ま
の
健
全
な
成
長
に
感
謝
し
神
さ
ま
の
ご
加
護
を
い

た
だ
き
、
鮮
や
か
な
衣
装
を
身
に
纏
い
、
一
生
の
記
念
に
残
る

お
稚
児
さ
ん
を
体
験
奉
仕
さ
れ
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

稚
児
行
列
・
お
稚
児
さ
ん
募
集

稚
児
行
列
・
お
稚
児
さ
ん
募
集

小
國
大
神
様
と
一
緒
に
行
列
を
な
し
て

ご
加
護
を
い
た
だ
き
ま
し
�
う

の
斎
行

例
祭

■対　　象　　者　小学校三年生までの男女
■初穂料（参加費）　5,000円也
■締　　切　　り　3月30日㈯
■お申込み問合せ先　TEL（0538）89－7302
　　　　　　　　　　『小國神社振興会　お稚児さん係』

●募集要項●

お
お
な
む
ち
の
み
こ
と
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十
二
段
舞
楽
は
、
大
神
様
へ
の
誠
心
を
も
っ
て
奉
納
す
る
こ
と
を

本
義
と
し
、
毎
年
四
月
十
八
日
に
近
い
土
・
日
曜
日
（
本
年
は
二
十

日
・
二
十
一
日
）
に
ほ
ぼ
一
日
を
か
け
て
奉
奏
し
ま
す
。

　

こ
の
日
付
は
、
欽
明
天
皇
十
六
年
（
五
五
五
年
）
春
十
八
日
、
本

宮
山
に
ご
神
霊
が
出
現
し
た
と
い
う
当
社
の
創
建
に
ち
な
ん
だ
も
の

で
す
。
ま
た
、
大
宝
元
年
（
七
〇
一
年
）
二
月
十
八
日
に
は
都
か
ら

勅
使
（
天
皇
の
お
使
い
）
が
出
向
き
、
現
在
の
社
地
に
里
宮
を
開
き
、

十
二
段
の
舞
を
奉
納
し
た
こ
と
が
舞
楽
の
始
ま
り
と
伝
承
さ
れ
て
い

ま
す
。
昭
和
五
十
七
年
一
月
二
十
三
日
文
化
庁
よ
り
「
重
要
無
形
民

俗
文
化
財
」
に
指
定
さ
れ
現
在
に
至
り
ま
す
。

古
式
十
二
段
舞
楽
　
そ
の
歴
史

古
式
十
二
段
舞
楽
　
そ
の
歴
史

東
洋
文
化
の
精

東
洋
文
化
の
精

奉 

納 

演 

目

奉 

納 

演 

目

特殊神事芸能
小國神社 古式十二段舞楽

▲十二番　獅子

六番　新まっく▲

九番　陵王▲

一
、三
〇
〇
年
前
か
ら
続
く

伝
統
の

平
成
三
十
一
年
四
月
二
十
日
、二
十
一
日 

奉
奏

　

舞
楽
は
、
東
洋
に
発
達
し
た
古
代
芸
術
の
代
表
的
な
も
の
で
、
『
東
洋
文
化
の

精
』
と
も
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
十
二
段
舞
楽
の
原
型
と
な
る
様
々
な
芸
能
が
渡
来

し
て
き
た
の
は
八
世
紀
初
頭
、
西
暦
七
〇
〇
年
頃
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

そ
の
後
、
都
で
は
盛
ん
に
舞
楽
が
奏
で
ら
れ
、
平
安
時
代
初
頭
に
は
早
く
も
そ

の
黄
金
期
を
迎
え
、
十
二
〜
十
三
世
紀
に
そ
れ
ら
が
地
方
に
伝
播
し
た
と
学
術
的

に
は
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
当
社
へ
の
舞
楽
の
伝
来
は
八
世
紀
初
頭
と
早
く
、
都
と
当
社

の
関
係
性
の
深
さ
を
伺
わ
せ
ま
す
。
そ
し
て
、
当
社
の
舞
楽
の
細
部
に
は
、
中
央

で
失
わ
れ
た
と
さ
れ
て
い
る
所
作
が
部
分
的
に
残
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
も
そ
の
古

さ
が
わ
か
り
ま
す
。

　

同
時
に
、
そ
の
古
の
形
が
現
在
ま
で
伝
承
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
古
式
十
二
段
舞

楽
の
独
自
性
が
あ
り
ま
す
。

●
平
成
三
十
一
年
四
月
二
十
日
㈯

　

午
後
二
時
よ
り
奉
奏

●
平
成
三
十
一
年
四
月
二
十
一
日
㈰

　

午
前
十
一
時
よ
り
奉
奏

一
　
番
　
連
舞
　
　
（
子
ど
も
舞
）

二
　
番
　
色
香
　
　
（
大
人
舞
）

三
　
番
　
蝶
の
舞
　
（
子
ど
も
舞
）

四
　
番
　
鳥
の
舞
　
（
子
ど
も
舞
）

五
　
番
　
太
平
楽
　
（
子
ど
も
舞
）

六
　
番
　
新
ま
っ
く
（
子
ど
も
舞
）

七
　
番
　
安
摩
　
　
（
大
人
舞
）

八
　
番
　
二
の
舞
　
（
大
人
舞
）

九
　
番
　
陵
王
　
　
（
大
人
舞
）

十
　
番
　
抜
頭
　
　
（
子
ど
も
舞
）

十
一
番
　
納
蘇
利
　
（
大
人
舞
）

十
二
番
　
獅
子
　
　
（
大
人
舞
）

演
目
の
詳
し
い
解
説
は

小
國
神
社
　
十
二
段
舞
楽

舞舞
楽楽

い
に
し
え
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４月～  

小國神社のこれからの
祭典　行事

小國神社のこれからの
祭典　行事

18

　小國神社第3駐車場（みもろ焼き前）で
開催。
　森町出身の女性らが企画運営し、「森の
仲間たちがつくる森の暮らし」をテーマに
手作りの温かさが伝わる雑貨や、アート作
品等の展示販売が行なわれます。ご参拝後
に是非お立ち寄りください。

第7回もりもりマーケット
in小國神社の開催

７月

端 午 祭

　5月5日午前10時より斎行いたし
ます。
　菖蒲の節句とも言われ、お子様
の健やかな成長を祈るお祭りです。
祭典後は邪気を祓う菖蒲とよもぎ
の葉を授与いたします。

月 次 祭
つき　　   なみ　　  さい

　毎月1日と18日の9時から執り行
います。
　月次祭では、神様に日々の感謝
を捧げ、国家国民の安泰と繁栄を
祈ります。ご参列はどなたでも可
能です。当日、社務所受付でお申
し出ください。

平成31年（新元号元年）5月26日（日）午前10時より平成31年（新元号元年）5月26日（日）午前10時より

6月 水無月
みなづき

（午前 9時）
（午前 9時）
（日の出～午後3時）
（午前10時30分）
（午前10時）
（午前 9時）
（午前 9時）
（午後 3時）

月次祭
花菖蒲園開園奉告祭
大骨董蚤の市
花しょうぶまつり
本宮山月次祭
月次祭
御田植祭
夏越の大祓式

1日
1日

1日・2日
2日
6日
18日
22日
30日

7月 文月
ふみづき

月次祭
大骨董蚤の市
本宮山月次祭
月次祭
甲子祭
境内地譲渡記念祭
愛宕神社例祭

（午前 9時）
（日の出～午後3時）
（午前10時）
（午前 9時）
（午前 9時）
（午前 9時）
（午前10時）

1日
6・7日
6日
18日
26日
31日
31日

宮代神饌御田植祭宮代神饌御田植祭

たん　　　 ご   　　 さい
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小國神社のこれからの
祭典　行事

小國神社のこれからの
祭典　行事
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　半年に一度、日常生活の中で犯した罪や
過ち、心身の穢れを人形に託して川や海に
流し、祓い清める神事です。
　引続き茅の輪くぐり神事を行い、無病息災
を祈ります。どなたでもご参列ができます。
　半年の罪穢れを祓い、身も心も清々しい
気持ちで新たな季節をお迎えください。

本宮山青葉祭

　5月6日午前11時より斎行いたし
ます。
　本宮山の新緑が鮮やかな美しい
季節です。どなたでもご参列がで
きます。是非、ご登拝され大神様
のご加護をお受けください。

一宮さくら祭り

　4月7日午前10時より開催いたし
ます。
　門前駐車場のステージを中心
に各所で様々な催しがあります。
皆さまでお越し頂き神々が運ぶ春
風とご神域の賑わいを感じてくだ
さい。

夏 越 大 祓 式
平成31年（新元号元年）6月30日（日）午後3時より平成31年（新元号元年）6月30日（日）午後3時より

ほん　  ぐう　  さん　  あお　    ば      さい

月次祭
大骨董蚤の市
端午祭
本宮山青葉祭
月次祭

（午前 9時）
（日の出～午後3時）
（午前10時）
（午前11時）
（午前 9時）

1日
4日・5日
5日
6日
18日

月次祭
神武天皇祭遙拝式
大骨董蚤の市
本宮山月次祭
勧学祭
一宮さくらまつり
杉　祭
全國一宮等合殿社例祭
天皇皇后両陛下ご結婚満六十年奉祝祭
献茶祭（茶商組合）
垢籬祭
献詠祭
前日祭
例　祭
舞　揃
氏子入り奉告祭
十二段舞楽奉奏
十二段舞楽奉奏
神幸祭
献茶祭（手揉み保存会）
昭和祭

（午前 9時）
（午前 9時）
（日の出～午後3時）
（午前10時）
（午前11時）
（午前10時）
（午前 9時）
（午前 9時30分）

（午前 9時30分）
（午前11時）
（午前10時）
（午前10時）
（午前 9時）
（午後 2時）
（午後 2時）
（午後 2時）
（午前11時）
（午後 2時）
（午後 4時）
（午前 9時）

1日
3日

6・7日
6日
6日
7日
8日
8日
10日
16日
16日
17日
17日
18日
18日
20日
20日
21日
21日
21日
29日

4月 卯月
うづき

5月 皐月
さつき



　
親
し
み
深
い「
平
成
」

も
残
す
と
こ
ろ
あ
と
わ
ず

か
と
な
り
ま
し
た
。
天
皇

陛
下
が「
祈
り
の
ご
存
在
」

と
し
て
、
国
家
、
国
民
の

安
寧
と
世
界
の
平
和
を
祈

ら
れ
る
尊
い
お
姿
を
拝
し
、

私
た
ち
国
民
は
勇
気
づ
け

ら
れ
ま
た
、
諸
外
国
の

人
々
に
も
多
く
の
感
動
を

与
え
て
下
さ
い
ま
し
た
。

　
さ
て
、
日
本
の
皇
室
は
、

世
界
最
古
の
王
室
で
あ
り
、

そ
の
悠
久
の
歴
史
は
「
古

事
記
」
・
「
日
本
書
紀
」

と
い
っ
た
書
物
で
窺
い
知

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
天

皇
陛
下
の
ご
祖
先
で
あ
る

天
照
大
御
神
は
天
孫
、
瓊

瓊
杵
尊
を
高
天
原
（
天
上

界
）
か
ら
地
上
に
お
遣
わ

し
に
な
り
ま
し
た
。
以
来
、

天
照
大
御
神
の
ご
子
孫
が

天
皇
と
し
て
国
を
治
め
る

と
と
も
に
天
照
大
御
神
を

写真で振り返る、世界からの祝福

▲寿詞を述べる海部内閣総理大臣

天皇陛下が登られた高御座▼
たか  み  くらみ  ちょう だい

皇后陛下が登られた御帳台▼

◎
平
成
の
御
代
替
り
◎

即
位
礼

あ
ま
て
ら
す
お
お
み
か
み

あ
ま
て
ら
す
お
お
み
か
み

に
に
ぎ
の
み
こ
と

て
ん 

そ
ん

20

そくいれい

即
位
を
天
照
大
御
神
に

ご
奉
告

国
内
外
に
即
位
を
宣
言

▶
即
位
礼
正
殿
の
儀
に
臨
ま
れ
た
天
皇
陛
下

◀
即
位
礼
正
殿
の
儀
に
臨
ま
れ
た
皇
后
陛
下

祝
福
の
中
、
高
御
座
で
即
位
を
宣
明

た
か
　
　  

み
　
　  

く
ら

み
　
　
よ
　 

が
わ



　
親
し
み
深
い「
平
成
」

も
残
す
と
こ
ろ
あ
と
わ
ず

か
と
な
り
ま
し
た
。
天
皇

陛
下
が「
祈
り
の
ご
存
在
」

と
し
て
、
国
家
、
国
民
の

安
寧
と
世
界
の
平
和
を
祈

ら
れ
る
尊
い
お
姿
を
拝
し
、

私
た
ち
国
民
は
勇
気
づ
け

ら
れ
ま
た
、
諸
外
国
の

人
々
に
も
多
く
の
感
動
を

与
え
て
下
さ
い
ま
し
た
。

　
さ
て
、
日
本
の
皇
室
は
、

世
界
最
古
の
王
室
で
あ
り
、

そ
の
悠
久
の
歴
史
は
「
古

事
記
」
・
「
日
本
書
紀
」

と
い
っ
た
書
物
で
窺
い
知

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
天

皇
陛
下
の
ご
祖
先
で
あ
る

天
照
大
御
神
は
天
孫
、
瓊

瓊
杵
尊
を
高
天
原
（
天
上

界
）
か
ら
地
上
に
お
遣
わ

し
に
な
り
ま
し
た
。
以
来
、

天
照
大
御
神
の
ご
子
孫
が

天
皇
と
し
て
国
を
治
め
る

と
と
も
に
天
照
大
御
神
を

は
じ
め
と
す
る
神
々
を
お

祀
り
し
て
き
ま
し
た
。
そ

し
て
、
大
御
神
か
ら
賜
っ

た
大
切
な
稲
に
よ
っ
て
稲

作
を
行
い
今
日
ま
で
繁
栄

し
て
き
ま
し
た
。

　
天
皇
の
御
代
替
わ
り
に

際
し
て
は
、
様
々
な
儀
式

が
執
り
行
わ
れ
ま
す
。
そ

こ
に
は
、
神
々
の
時
代
の

精
神
が
生
き
て
い
ま
す
。

儀
式
そ
の
も
の
は
、
時
代

と
と
も
に
変
化
を
し
て
き

ま
し
た
が
、
大
嘗
祭
を
始

め
と
す
る
皇
位
継
承
に
伴

う
諸
儀
式
は
、
神
代
よ
り
、

受
け
継
が
れ
て
き
た
我
が

国
の
精
神
継
承
の
儀
式
で

あ
る
と
い
え
ま
す
。

　
本
特
集
で
は
、
平
成
の

御
代
替
わ
り
の
様
子
を
当

時
の
写
真
や
資
料
で
振
り

返
り
つ
つ
、
天
皇
陛
下
の

長
年
に
わ
た
る
私
心
な
き

お
務
め
に
感
謝
の
誠
を
捧

げ
、
新
た
な
御
代
が
平
穏

の
う
ち
に
幕
を
開
け
、
我

が
国
が
益
々
栄
え
ゆ
く
こ

と
を
心
よ
り
祈
念
い
た
し

ま
す
。

▲即位礼正殿の儀斎場図▲着床の威儀の者及び威儀物奉持者

▲世界中からの参列者の為に多言語化した式次第
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　平成の「即位礼正殿の儀」には世界
158カ国の国と地域から参列者が集ま
りました。うち国王7人、大統領46人、
首相11人が来日しました。これに合
わせて行われた2国間首脳会談は58
カ国の国と地域、外相会談は57に上り
ました。

出典　平成2年　宮内庁出版「即位礼正殿の儀」／平成3年　即位の礼委員会出版「即位の礼写真集」より
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新
生
児
選
名
・
命
名
に
つ
い
て

　
様
々
な
節
目
を
迎
え
る
と
き
、

神
さ
ま
へ
「
感
謝
」
と
「
ご
奉

告
」
を
行
う
こ
と
は
、
古
来
よ

り
受
け
継
が
れ
た
日
本
の
文
化

で
す
。

　
当
社
で
は
、
日
本
の
伝
統
文

化
に
則
し
た
新
生
児
に
ふ
さ
わ

し
い
名
前
を
選
名
い
た
し
ま
す
。

　
ま
た
、
ご
家
族
で
考
え
ら
れ

た
お
名
前
候
補
の
中
か
ら
も
ご

相
談
の
上
、
選
名
い
た
し
ま
す
。

　
お
名
前
が
決
定
の
後
、
お
子

様
の
無
事
成
長
と
一
生
の
幸
せ

を
ご
神
前
で
お
祈
り
し
、
お
神

札
、
朱
印
を
押
印
し
た
命
名
書

を
授
与
し
て
お
り
ま
す
。

初
穂
料
　
一
〇
、
〇
〇
〇
円
也

命
　
　
　
名

平
成
三
十
年
十
二
月
一
日
㈯
〜

平
成
三
十
一
年
二
月
二
十
八
日
㈭

藤
田
　
歩
実
　
静
岡
市

伊
藤
　
充
希
　
菊
川
市

出
沼
　
那
梛
　
鹿
児
島
県

武
藏
島
颯
汰
　
森
　
町

牧
田
　
侑
大
　
藤
枝
市

大
幢
　
祐
奈
　
浜
松
市

板
倉
な
な
み
　
掛
川
市

内
山
　
日
那
　
袋
井
市

坂
井
　
柊
介
　
磐
田
市

朝
比
奈
　
蒼
　
静
岡
市

池
田
　
　
猛
　
菊
川
市

鬼
形
美
里
奈
　
浜
松
市

川
野
　
蒼
依
　
掛
川
市

松
井
　
碧
音
　
袋
井
市

森
下
　
　
紬
　
藤
枝
市

登
坂
　
航
也
　
森
　
町

山
田
　
　
鼓
　
袋
井
市

下
村
　
憲
佑
　
浜
松
市

松
下
　
千
裕
　
静
岡
市

村
松
　
　
律
　
袋
井
市

金
子
　
航
大
　
浜
松
市

有
本
　
光
希
　
浜
松
市

市
川
　
陽
菜
　
浜
松
市

中
村
莉
々
奈
　
森
　
町

大
石
　
　
澪
　
藤
枝
市

大
波
　
奏
斗
　
袋
井
市

柴
田
　
紗
羅
　
磐
田
市

槫
柗
　
朱
祢
　
菊
川
市

佐
次
本
翔
大
　
浜
松
市

永
田
　
　
愛
　
掛
川
市

藤
田
　
大
也
　
浜
松
市

藤
田
　
愉
月
　
浜
松
市

松
浦
　
明
杜
　
袋
井
市

嘉
見
　
歩
奈
　
磐
田
市

新
井
　
遥
斗
　
千
葉
県

古
田
　
麻
陽
　
掛
川
市

生

お申し込み方法など詳しくは、小國神社 選名・命名奉告で検索

小國神社 選名・命名奉告

を
受
け
�
生
を
伝
え
る

﹁
人
の
一
生
﹂

　
お
子
様
の
健
や
か
な
成
長
を

◀
お
祈
り
し
ま
す

▶
当
社
で
命
名
奉
告
を
さ
れ
た

　
皆
様

●鳥居●

神さまの聖域と人間世界との境界線

　鳥居の起源については、はっきりとわかっていま
せんが日本最初の歴史書『古事記』の「天岩戸開
き」の逸話には、天照大御神（あまてらすおおみか
み）が岩戸に隠れた際、鶏を止まり木で鳴かせると、
岩戸からお姿を現されたことが記されています。こ
のことから、ご神前に鶏の止まり木をつくるように

なり、それが鳥居になったとされています。
　一見すると、同じように見える鳥居も神明鳥居、
鹿島鳥居、八幡鳥居など数種類あり、それぞれに特
徴があります。小國神社の鳥居は明神鳥居（みょう
じんとりい）と言われるものです。

神社を知れば日本がわかる

“まつりの国、日本”

イラスト　小國神社ものがたり
   作　　たたら　なおき
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第十七回　小國神社　写真コンテスト詳しくはこちら

最優秀賞　川合正尚氏「静浄」最優秀賞　川合正尚氏「静浄」

作品のご応募について
最優秀賞から

入選まで各賞をご用意

写真展の
開催予定

小國神社休憩所2階研修室
平成31年9月頃開催予定

●美しい写真に感銘を受けました。
　どれも素晴らしい!!（愛知県）
●「静浄」がとても素敵でした。
　神さまが宿っているかのようです。（東京都）
●改めて、「日本っていいな～」と感じました。（磐田市）

●感動して、涙が出てきました。
　ありがとう。（袋井市）
●小國神社は本当に素晴らしい。
　この場所をいつまでも大切にしていきたいです。（森町）

〝
小
國
神
社
で
見
つ
け
た
日
本
の
美
し
さ
〞
を

表
現
し
た
〝
こ
こ
ろ
安
ら
ぐ
〞
素
敵
な
作
品
を

心
よ
り
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す

〝
伝
統
文
化
〞〝
美
し
い
自
然
〞
を
切
り
取
る

〝
伝
統
文
化
〞〝
美
し
い
自
然
〞
を
切
り
取
る

　
本
年
も
好
評
を
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
「
古
代
の
森
小
國
神
社
写

真
コ
ン
テ
ス
ト
」
を
開
催
い
た
し
ま
す
。
〝
小
國
神
社
で
見
つ
け
た

日
本
の
美
し
さ
〞
を
表
現
し
た
写
真
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

　
作
品
一
枚
か
ら
で
も
、
年
齢
や
お
住
ま
い
を
問
わ
ず
誰
で
も
ご
応

募
い
た
だ
け
る
コ
ン
テ
ス
ト
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　
心
ゆ
く
ま
で
作
品
を
堪
能
で
き
る
写
真
展
へ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

ご
応
募
い
た
だ
い
た
作
品
の
中
か
ら
、
受
賞
作
品
・
展
示
作
品
、

約
五
十
点
を
選
び
、
展
示
い
た
し
ま
す
。

■
募
集
部
門

●
第
一
部
門
　
境
内
に
咲
く
草
花
・
樹
木
な
ど
の
自
然

●
第
二
部
門
　
祭
事
・
催
物

●
第
三
部
門
　
野
鳥

■
応
募
期
間

　
平
成
三
十
一
年
六
月
一
日
〜
七
月
十
日
必
着

■
ご
応
募
の
き
ま
り

 
● 
カ
ラ
ー
プ
リ
ン
ト
　
四
切
／
ワ
イ
ド
四
切（
フ
チ
な
し
）

 

● 

撮
影
期
間

　
平
成
三
十
年
七
月
上
旬
〜
平
成
三
十
一
年
六
月
下
旬

 

● 

未
発
表
作
品
に
限
り
ま
す

※

詳
細
は
当
社
W
E
B
サ
イ
ト
、
当
社
・
県
内
写
真

　
各
店
配
布
の
応
募
用
紙
を
ご
ら
ん
く
だ
さ
い
。

【
第
17
回
】

受
賞
作
と
し
て
二
十
作
品
を
選
び
、

表
彰
と
懸
賞
の
お
渡
し
を
し
て
い
ま
す

●
最
優
秀
賞
　
　
　
一
名 

賞
金
五
万
円
　
賞
状
　
森
町
産
お
茶

●
優
秀
賞
　
　
　
三
名 

賞
金
二
万
円
　
賞
状
　
森
町
産
お
茶

●
特
別
賞（
宮
司
賞
）一
名 

賞
金
三
万
円
　
賞
状
　
神
饌
茶

●
入
　
　
選
　
　
十
五
名 

賞
状
　
副
賞
（
一
品
）

写真展に寄せられた感想をご紹介



た
ま
だ
れ
　
第
五
十
五
号
　
平
成
三
十
一
年
三
月
二
十
五
日
　
題
字
揮
毫
／
書
家 

杭
迫
柏
樹 

印
刷
／
㈲
デ
ザ
イ
ン
オ
フ
ィ
ス 

エ
ム・エ
ス・シ
ー

〒
四
三
七
ー
〇
二
二
六 

静
岡
県
周
智
郡
森
町
一
宮
三
九
五
六
ー
一

電
話 

〇
五
三
八
ー
八
九
ー
七
三
〇
二
　
F
A
X 
〇
五
三
八
ー
八
九
ー
七
三
六
七

発
行
／
小
國
神
社
社
務
所

　

玉
垂
五
十
五
号
を
お
届
け
い
た
し
ま
す
。

　

当
社
で
開
催
い
た
し
ま
し
た
「
エ
ス
ト
ニ
ア

の
心
〜
版
画
家
カ
ル
ヨ
・
ポ
ル
の
世
界
〜
」

は
期
間
中
一
万
人
以
上
の
皆
さ
ま
が
ご
来
場

に
な
り
ま
し
た
。

　

遠
く
北
欧
の
地
か
ら
海
を
越
え
て
や
っ
て

来
た
エ
ス
ト
ニ
ア
共
和
国
の
芸
術
は
、
極
東

の
国
、
こ
こ
日
本
に
お
い
て
も
多
く
の
人
々

に
深
い
感
動
を
与
え
ま
し
た
。

　

三
月
十
日
に
は
、
エ
ス
ト
ニ
ア
共
和
国
の

美
術
ク
ル
ー
と
そ
の
友
人
た
ち
が
ご
参
拝
に

な
り
、
職
員
と
の
久
し
ぶ
り
の
再
会
を
喜
び

合
い
ま
し
た
。

　

エ
ス
ト
ニ
ア
共
和
国
の
独
立
運
動
の
象
徴

は
「
歌
」
と
「
バ
ル
ト
の
道
」
と
言
わ
れ
る

人
間
の
鎖
に
よ
る
も
の
で
、
お
よ
そ
二
〇
〇

万
人
が
参
加
し
て
手
を
つ
な
ぎ
、
バ
ル
ト
三

国
を
結
び
、
独
立
を
訴
え
ま
し
た
。
そ
の
距

離
は
な
ん
と
約
六
〇
〇
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
の
長

さ
と
い
わ
れ
ま
す
。

　

エ
ス
ト
ニ
ア
共
和
国
の
よ
う
に
、
国
の
独

立
を
守
り
、
平
和
を
守
る
と
い
う
こ
と
は
先

ず
、
私
た
ち
そ
れ
ぞ
れ
が
「
自
主
独
立
」

「
自
存
自
衛
」
の
不
退
転
の
決
意
を
持
た
な

く
て
は
な
り
ま
せ
ん
。

編
集
後
記

　

本
年
の
勧
学
祭
は
、
四
月
六
日
㈯
十
一
時

よ
り
執
り
行
い
ま
す
。
氏
子
地
域
の
小
中
学

校
へ
入
学
す
る
方
で
し
た
ら
ど
な
た
で
も
参

列
で
き
ま
す
。
ご
神
前
に
て
学
業
成
就
、
身

体
健
全
、
交
通
安
全
を
お
祈
り
し
ま
す
。

　

氏
子
入
り
奉
告
祭
は
、
氏
子
地
域
に
、
四

月
二
十
日
㈯
午
後
二
時
よ
り
お
こ
な
い
ま
す
。

平
成
三
十
年
一
月
一
日
か
ら
平
成
三
十
年
十

二
月
三
十
一
日
ま
で
に
出
生
さ
れ
た
お
子
様
、

嫁
入
り
、
婿
入
り
さ
れ
た
方
や
移
住
さ
れ
た

皆
さ
ま
な
ら
ど
な
た
で
も
参
列
で
き
ま
す
。

ご
神
前
に
て
家
内
安
全
、
無
病
息
災
の
お
祈

り
を
い
た
し
ま
す
。

　

お
申
込
み
は
各
地
区
の
総
代
を
通
し
て
行

な
い
ま
す
。
是
非
、
ご
参
列
く
だ
さ
い
。

新
た
な
季
節
�
新
し
い
ス
タ
�
ト
を

神
さ
ま
と
共
に

勧
学
祭
・
氏
子
入
り
奉
告
祭
の
ご
案
内

勧
学
祭
・
氏
子
入
り
奉
告
祭
の
ご
案
内

　

当
社
で
は
例
祭
に
先
立
ち
、
ご
神
前
に
奉

納
す
る
和
歌
を
募
集
し
て
い
ま
す
。
言
葉
に

託
さ
れ
た
様
々
な
思
い
に
触
れ
、
豊
か
な
感

性
を
育
み
ま
し
ょ
う
。

和
歌
は
神
代
よ
り
続
く

日
本
の
文
化
で
す

意
訳　

交
わ
り
を
結
ん
で
い
る
多
く
の
国
々
と
、

へ
だ
て
な
く
親
し
み
を
深
め
て
ゆ
き
た

い
と
思
う
も
の
だ
。

明
治
天
皇
御
製

御
題
　
外
交

ま
じ
は
り
を

む
す
ぶ
国
国

へ
だ
て
な
く

し
た
し
ま
ば
や
と

お
も
う
な
り
け
り

四
月
十
七
日
斎
行  

献
詠
祭
和
歌
募
集

四
月
十
七
日
斎
行  

献
詠
祭
和
歌
募
集

■兼題「御代替り」
■用紙　短冊
　（歌は楷書にてお書きください。裏面
　 にご住所・お名前を明記ください。）
■締切り　4月10日（水）
■お申込宛先・問合せ先
　〒437－0226
　静岡県周智郡森町一宮3956－1
　「小國神社祭儀課献詠係」
　TEL（0538）89－7302

● 募集要項 ●
み   よ  がわ

◇ 

辞
令
交
付 

◇

静
岡
県
神
社
庁
録
事　

亀
山
幸
志

小
國
神
社
権
禰
宜
に
任
ず
る

（
平
成
三
十
年
十
二
月
二
十
一
日
付
）

　

神
慮
を
畏
み
、
宮
司
を
輔
け
、
祭

祀
の
厳
修
と
ご
神
徳
の
発
揚
に
精
進

致
す
所
存
で
あ
り
ま
す
。
今
後
と
も

倍
旧
の
ご
指
導
ご
鞭
撻
を
賜
り
ま
す

よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

当
社
で
は
、
正
職
員
と
し
て
奉
仕
が

で
き
る
巫
女
職
を
募
集
し
て
お
り
ま
す
。

○
職
務
内
容　

祭
典
奉
仕
・
お
神
札
授

与
管
理
・
そ
の
他

○
対
象
年
齢　

十
八
歳
以
上

○
未
経
験
者
も
基
礎
か
ら
指
導
い
た
し

ま
す
。

　

詳
細
は
小
國
神
社
総
務
部
人
事
採
用

係
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

電
話　

〇
五
三
八―

八
九―

七
三
〇
二

正
職
員

巫
女
奉
仕
者
募
集


